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序章







　春の夜半、淡い花の香りが漂う中――。

　闇のとばりの中で昼間の疲れや緊張がほぐれ、身も心も安らいで、人が最も無防備になるひとときだ。

　それなのに今、ミュリエルは豪奢な館の一室で不安に慄いていた。艶やかな黒髪に囲まれた小作りな顔は青ざめ、緑の瞳も頼りなく揺れている。

「ミュリエル」

　甘い低音で呼びかけられ、ミュリエルは小さく身を震わせた。返事をしようとしても、喉がつまって、うまく声が出てこない。

「ねえ、僕を見て。ミュリエル」

　きらめく金髪と宝石のような瞳――ろうそくの明かりが照らしているのは、確かに言葉を失いそうなほど美しい面差しの青年だった。

　――ロラン・ヴァレール・ド・シャイエ。

　代々、このレスカル王国で要職を務めているシャイエ公爵家のひとり息子だ。

　ミュリエルは寝台の背にもたれるロランと向かい合う形で座っている。

　その水色の瞳はまるで春の空のように澄んでいるけれど、彼と視線を合わせるなんてとうてい無理な話だ。というのも――。

「でも……」

　ミュリエルは思わず緑色の目を伏せる。

「恥ずかしい？」

「え、ええ、とても！」

　確かに恥ずかしくてたまらなかった。ミュリエルがまとっているのは羽のように軽くて、身体の線が透けるほど薄い絹の夜着だけで、下着も身につけていない。

　一方で、ロランは古代の戦士のような裸体を惜しげもなくさらしていた。しかも彼の欲望はすでに雄々しくそそり立っている。

　しかしミュリエルが硬直している理由は他にあった。

　実のところ、ミュリエルは恐ろしかったのだ。なりゆきとはいえ、ロランとはもう何度も肌を合わせているし、そろそろこの状況に慣れてもいいころなのだけれど――。

「ミュリエル」

　ふいに長い指が伸びてきて、額にかかる髪をかき上げた。

　続いて瞳をのぞき込まれ、ミュリエルは息を呑む。

（ひっ！）

　思わず身を竦めると、そっと引き寄せられた。

「あっ！」

　力強い鼓動と少し高めの体温――抗う間もなく、広い胸に閉じこめられてしまった。頬がなめらかな肌に触れて、ミュリエルはますますうろたえる。

（ど、どうしよう？）

　全身の血流が凍りつきそうな気がした。

（怖い……怖い。やっぱり怖いったら怖い！）

　しかし今、それを口にするわけにはいかない。うかつにそんなことをしたら、何が起きるかわからない。まだ問題は解決していないのだ。

　幸いロランは怯えを羞恥と勘違いしている様子で、笑いながら黒髪にそっと口づけた。

「まったく……本当にいつまでも初々しいな。恋に落ちてしまったからと迫ってきたのは君の方なのに」

「あ、ええ、そうね。そうなのだけど……」

「だったら、ミュリエル。そろそろ僕に慣れてくれないか。もう何回も、こうして夜を過ごしているだろう？」

　ロランは苦笑しながら、なだめるように背中をさすってくれたが――。

「ひぁっ！」

　大きな手がゆっくりと、まろやかな臀部に下りてきたのだ。夜着をめくり、はじめは遠慮がちに触れていた指が、ほどなくこねるように動き始め、割れ目の奥の方まで伸びていく。

「ロラン！　待って、ロラ――うっ！」

　反射的に逃れようとすると、さらに引き寄せられ、唇を口づけで塞がれた。
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    「うう、う、ん」

    　すかさず肉厚の舌が入り込んできた。

    　尖らせた先端で頬の内側をくすぐられ、ピンクの歯肉をなぞられて、身体に戦慄が走る。そっと舌先を絡められると、一気に肌が粟立った。

    「だめだよ、ミュリエル。こんな状況で待てるわけがない」

    　時に優しく、時に強引に――ロランの口づけは巧みで、やがてミュリエルは息をするのも忘れ、彼と唇を重ねていた。

    　十八年生きてきて、キスをしたのはロランが初めてだ。そのせいなのか、彼と口づけを交わすと気持ちよくてたまらず、全身から力が抜けてしまう。

    「あ、ん……ふ」

    　寝台にゆっくり押し倒され、思わずロランにしがみついた時だ。

    「やぅっ！」

    　華奢な身体が大きく跳ね上がった。いつの間にか下肢の間に指が回り込んでいて、繊細な秘裂を撫で上げたのだ。

    「君だってそうだろ？　ほら、こんなにたっぷり濡らして」

    　ロランはそっと指を動かしながら、甘い声で「悪い子だな」と咎めた。

    「まだ少ししか触っていないのに……いやらしい」

    「わ、私は――」

    「まったくなんて淫らなんだ。ああ、また蜜が零れた」

    「やぁっ！」

    　唐突に女陰をまさぐられ、ミュリエルは大きく身を反らす。与えられる快感が強過ぎて、涙が零れた。

    　両脚の間からニチュニチュと水音が聞こえ、その生々しさにも煽られ、もうどうすればいいかわからない。心は抗っているのに、身体はロランの愛撫に酔いしれ、恥ずかしいほど悦んでいた。

    　ついこの前まで接吻はおろか、異性と手をつないだことさえなかったのに――。

    （……どうして？）

    　今や快感は明らかに恐怖を上回っていて、ミュリエルの理性をどんどん溶かしていく。

    　濡れた花芯をまさぐられ、狭い蜜路にも指を入れられた。なおもヌグヌグと解されているうちに、ただ快感を追うことしかできなくなる。

    「ロラン、ああ……ロラン、いや……おかしく……なる」

    　ついさっきまで恐れ慄のいていたのに、ミュリエルは官能の波にさらわれ、自分から大きく脚を開き、腰を揺らしてしまう。

    　こうしている今だって、本気でロランから逃れたかった。けれどもグズグズに蕩けた蜜壺は、彼の熱を求めていやらしくうごめいている。

    「君は本当に敏感だな、触ってもいないのに、乳首も硬くなっている」

    「う、うそ、そんなこと――」

    　しかし胸の頂きが恥ずかしいくらい尖っていることは、ミュリエル自身が一番わかっていた。絹の夜着に先端が触れるたびに、切なく疼いてしかたないのだ。

    　こうまで追い上げられては、もう後戻りはできない。

    「僕が欲しい？」

    「ええ。ええ、ロラン！」

    「……ここに？」

    「あうっ！」

    　熱い切っ先を押し当てられただけで、ミュリエルは軽く達してしまった。

    　きつく閉じたまぶたの裏に白い光が走り、ふと気が遠くなる。毎晩のように抱かれているうちに、ひどく感じやすくなってしまったのだ。

    　しかし次の瞬間、ロランが本格的に押し入ってきた。

    「ひぁうっ！」

    　圧痛と強烈な違和感――ミュリエルはかぶりを振って、反射的に逃れようとする。

    　ところがいつの間にか腰をつかまれていて、さらに深く抉られてしまった。熱い凶器は容赦なく抜き差しを繰り返し、ミュリエルをいっそう追いつめていく。

    「やん……やっ！　熱い」

    「すまない、ミュリエル。今夜も加減してやれなそうだ」

    「そんな……だめ、あ、あ……ああっ！」

    　腰を持ち上げられ、ほとんど二つ折りにされて、奥の奥までズンズンと穿たれる。

    　けれど与えられる悦楽が深ければ深いほど、ミュリエルの心はいっそう軋んだ。

    （溺れてはだめ。だって私は……愛されてなどいないのだから）

    　はじめからわかっていたことなのに、ただ快感だけを追えばいいのに――。

    　しかしそんな迷いも許さないほど強直を捻じ込まれ、突き上げられ、再び淫熱に犯される。

    「あ、あうぅっ！」

    　絶頂は唐突に訪れた。

    　ロランに揺さぶられ、彼方の高みへと押しやられながら、ミュリエルは意識を手放した。








第一章　予兆









　うららかな四月の昼下がり、レスカル王国の景勝地マンシャーレ――。

　人里離れた湖のほとりでは、二人の娘の笑い声が響いていた。

　ひとりは栗色の髪で青い瞳。背が高く、気品ある顔立ちで、青いドレスも揃いの上着も見るからに上等な品だ。

　もうひとりは小柄で、艶やかな黒髪。服装は質素で、どこかはかなげだが、その緑色の瞳は楽しげに輝いている。

　背格好や雰囲気は大きく異なるものの、どちらも目を奪われるような美貌の持ち主だ。

　そばには豪奢な馬車が停まり、立派なお仕着せ姿の馭者ぎょしゃや侍女も控えているが、娘たちのおしゃべりはなかなか終わりそうにない。

　二人の背後には、緑の木々の合間からレスカル王家の瀟洒しょうしゃな離宮が見えた。

「ああ、楽しかった。こんなに笑ったのは本当に久しぶりだわ。王宮は嫌になるくらいかた苦しいし、いつだって女官長が目を光らせているんですもの。声を上げて笑ったりしたら、大目玉よ」

「まあ、シルヴィったら。しかたないでしょ？　あなたはこのレスカル王国の王女様よ。おしとやかにしなくては」

　笑いながらたしなめる黒髪の娘の名はミュリエル。相手は王女だというのに、臆する様子はまったくない。二人は同い年で、幼なじみの親友なのだ。

「あら、たまには王女だってはめを外したくなるわ。兄上だって、王太子は肩が凝るっていつもおっしゃっているもの。あーあ、もう一日離宮に泊まっていけたら、どんなにいいかしら」

「でも半年後には結婚するのだし、あなただって忙しいはずよ。さあ、馬車に乗ってちょうだい。いつまでものんびりしていたら、女官長様が心配なさるもの」

　するとシルヴィ王女は肩をすくめて「はいはい」と頷いてみせた。

「じゃあ、そろそろ失礼するわ。だけどミュリエル、週末までには必ず王都に来てちょうだいね」

「そのことだけど……王都に行くのは、あなたの婚礼の時ではだめ？　私、都会は苦手だし」

　実際、華やかな都で過ごすのは気が引けた。いつも静かに暮らしているからか、のんびり散歩したり、家でお菓子を焼いたりしている方が好きなのだ。

「あら、それはだめよ。父上や母上もあなたに会いたがっているし」

　ミュリエルがためらいを見せても、シルヴィが気にする様子はない。

「よくって？　ミュリエルは少しまじめ過ぎるわ。舞踏会で踊ったり、お芝居を見たり、ピクニックに行ったり、一緒に楽しいことをしましょうよ。もちろんあなたは聖女だし、静かなところにいる方がいいかもしれないけれど、たまには気分転換も必要よ。それにあなたが来てくれないと。新しいドレスが婚礼の式典に間に合わなくなってしまうわ」

　シルヴィから大げさに眉をひそめられ、ミュリエルは思わず目を見開いてしまった。

「新しいドレス？」

「ええ、もう仕立屋には母上から頼んであるの。あなたのために極上の一着を用意してほしいって。あ、もちろん費用の心配はいらなくてよ」

「でもシルヴィ、そんなのいけないわ。今日だって、こんなにすばらしいものをいただいたばかりなのに」

　ミュリエルは当惑して、胸元のペンダントに目を落とす。

　その瞳と同じ色の輝石――きらめく雫型のエメラルドはシルヴィの母である王妃からの贈りものだった。小ぶりではあるものの明らかに極上の品で、繊細なチェーンも純金製だ。とても受け取れないと首を振ったが、結局断りきれなかったのだ。

　ミュリエルが五年前に母を亡くしているからか、王妃はいつも何かと気遣ってくれる。特に、誕生日には必ず高価な贈りものが届けられてきた。

「私、本当に申しわけなくて」

「どうして？　あなたは明日で十八になるのよ。誕生日にお祝いを贈るのは当然だって、母上もおっしゃっていたわ」

　シルヴィは微笑みながら、「あなたは大切な人ですもの」と頷いてみせた。

「だってこのレスカルを守る聖女なのよ。どうかすてきなドレスを着て、わたくしの婚礼を祝福してちょうだい」

「……シルヴィ」

　ミュリエルはますますうろたえてしまった。

　そう、確かに自分は聖女の一族の出身だ。昔から特別な存在として、レスカル王国を守護する役目を負っている。

　だから王家の加護を受けて、両親がいなくても不自由なく暮らしていけるし、こうして王女とも親しくできるのだろう。

　もちろんミュリエルだって庭の畑で野菜を育てたり、薬草を集めてお茶や薬を作り、村の薬屋に売ったりもしている。暮らしはつつましいものだが、やはり王家からの援助はありがたかった。

　しかしそれゆえに動揺せずにいられなかった。というのも、そのことでいつも思い悩んでいるのだから。

「それに式典で、すばらしい殿方に巡り会えるかもしれなくてよ」

「えっ？」

　いたずらっぽく笑うシルヴィを見て、ミュリエルは目をしばたたく。思いがけない言葉に、日ごろの悩みも一瞬忘れてしまった。

「旦那様を見つけるには、いい機会だわ。貴族のご子息や外国の高官の方々も集まるんですもの」

　もうすぐ結婚するからだろうか。ついさっきまで少女らしく夢見がちなおしゃべりで笑い合っていたというのに、シルヴィは大人びた口調で諭すように言った。

「ね、ミュリエル。十八になるのだから、あなただってそろそろお相手を見つけなければいけないはずよ。いずれはあなたの娘が後を継ぐのだから」

「それは――」

　確かにそのとおりで、聖女の家系を絶やさないためには結婚する必要があった。

（だけど私は……）

　いつもの悩みが再び忍び寄ってきて、ミュリエルはそっと唇を噛む。

　結婚なんて、今は考えられるはずもなかった。ミュリエルには誰にも言えない重大な秘密があるのだ。

　一方で、シルヴィはそんな様子にまったく気づいていない。

「結婚といえば、宮廷で一番人気がある貴公子はやっぱりロランね。シャイエ公爵家の息子だから身分は申し分ないし、財産もお持ちだし、すばらしい美男子だし、ただちょっと困ったことが起きていて……って、ちょっとミュリエル、わたくしの話を聞いている？」

「えっ？　あ、えっと、あの」

「話していたのは、シャイエ家のロランのことよ。とてもすてきだけど、少し問題があるって」

「ご、ごめんなさい。聞いていなかったわ」

　ミュリエルが慌てて謝ると、シルヴィは苦笑しながら肩を抱いてくれた。

「困った人ね。わたくし、これでもレスカルの王女なのよ。その話をちゃんと聞かないなんて、あなたくらいだわ」

「本当にごめんなさい。少し考えごとをしていたの」

「いいのよ。あなたのことだから、国民や国の行く末を案じてくれていたのよね？　でも、だからといって自分のことをおろそかにしてはだめよ」

　今度は、シルヴィの言葉が素直に胸に響いた。

「シルヴィ」

「もちろん跡継ぎのこともあるけれど、わたくしはミュリエルに幸せになってもらいたいの。ロランにはそのうち会う機会もあるでしょうし……もう行くわね。ごきげんよう」

「ごきげんよう、シルヴィ」

　ミュリエルは去っていく馬車を複雑な表情で見送った。

　王女として誰からも愛され、大切に育てられたからだろう。シルヴィはおおらかで気立てがいい。そんな彼女を祝福するように周囲には常に金色の蝶が舞っていて、結婚が決まってからはその数はさらに増えていた。

　ただし、この蝶は現実のものではないし、ミュリエルにしか見えない。

　そう、それこそが聖女の能力なのだ。

　ミュリエルの緑の瞳は自分の意志とは関係なく、この世ならぬものを映し出す。よいものも、そして悪いものも。

　しかしだからといって、それらに対処することはできない。

（だって私は……できそこないだもの）

　ミュリエルは肩を落として、深いため息をついた。

　確かに、奇妙なものが見えるし、時には不思議な音が聞こえることもある。とはいえ、そこが限界なのだ。

　どうして人並外れた能力を持っているのか、なぜ聖女と定められたのか、今となってはそもそもの経緯はわからない。しかしノワレ家に生まれた娘は誰もがレスカル王国を守護する聖女として活躍してきた。

　ところが、ただひとりミュリエルだけは例外だった。

　たとえば祖母は日照りが続いた時に恵みの雨を降らせ、母は異国から侵入しようとした魔物を国境で追い払ったという。他にも大なり小なりさまざまな形で、代々の聖女はその役目をきちんと果たしてきたのだが――。

（どうして私だけ？）

　ミュリエルは魔法を使えないし、特別な呪文も知らない。もちろん魔物と戦う力もない。何より極端な怖がりだから、明らかに脅威になるとわかっていても、震えながら見て見ぬふりをしているしかないのだ。

　幸いにも最近のレスカルは天変地異とは無縁で、政情も安定しており、国庫も豊かだ。かつては侵略を繰り返していた北の属国とも、今の王妃が嫁いできてからは友好的な関係を築いている。つまり、取り立てて聖女の力を振るう必要はなかった。

　しかしもし何かことが起きた時には、必要とされる場面が必ず来るだろう。ただ、ミュリエルには聖女として振るう力を自覚できておらず、何もできない。

　その結果、平和なレスカルに重大な危機が訪れるかもしれないのだ。

　――大丈夫よ、ミュリエル。

　一瞬、亡き母の声が聞こえたような気がした。

　聖女として生きる心構えや、ノワレ家に課された役割を教えてくれたのは母だ。もの心ついた時には父は亡くなっていたから、ミュリエルは何もかも母から学んできた。

　王家の援助があっても決して贅沢な暮らしではなかったし、二人きりの家族だったが、穏やかで楽しい毎日だった。それにミュリエルが聖女らしい力を使えなくても、母は決して叱ろうとしなかった。

　――心配しなくていいのよ。一番大きな花こそゆっくり開いて、長く咲くというもの。それに聖女には、それぞれに定められた役割があるの。ミュリエル、あなたもきっとすばらしい聖女になれるわ。

　ミュリエルが自分に失望して泣いていると、母はいつも「その時は必ず来るから」と微笑みながら抱き締め、優しく励ましてくれた。あいにく何年たっても、あいかわらずただ見ることしかできないけれど。

　ミュリエルは湖の縁まで歩いていくと、ゆっくり跪いた。

「教えて、母さん」

　静かな湖面には、自分の顔がくっきりと映っている。

　大きな二重の目と小さめの鼻、微笑むように口角が上がった桜色の唇――黒髪も緑の瞳も母親譲りで顔立ちもよく似ているから、こうしていると一緒にいるような気持ちになれるのだ。だから答えは返ってこないとわかっていても、追い込まれた時にはこんなふうに問いかけずにいられなかった。

「王妃様から、またすばらしい贈りものをいただいたの。新しいドレスも作ってくださるそうだし……でも、私まだ何もできないままなのよ。これからどうすればいいの？」

　ミュリエルだって自分なりに努力はしている。しかし家中の本を読んだり、気持ちを集中して訓練したりしても、状況は何も変わらなかった。

　王妃の期待に応えられそうもないため、顔を合わせる勇気がない。王都行きをためらうのは、そのせいもあった。

　そしてミュリエルが焦っている理由は他にもある。

「それに……最近、なんだかおかしいの」

　実は、周囲で少しずつ異変が増えているような気がしていたのだ。

　たとえば空の色、風の音、鳥たちの囀り、空気の重さ――そんなものが前とは少し違って感じられる。しかもその違和感は日ごとに強くなっていた。

　他にも、いくつもの鬼火や小鬼たちなど、できれば目にしたくないものの姿も見かける。この辺りでは今までほとんどなかったことだ。

　まだ悪鬼や魔物は見ていないし、天変地異の気配も感じられない。それでも気づかぬうちに何かよくないことが、それも恐ろしく悪いことが起こりつつあるようで、ミュリエルの心はざわめくばかりだ。

　しかしいくら思いつめたところで、できることはなかった。聖女であれば何か手を打つべきで、このままでいいはずがないのに。

（ううん、だめよ！　答えは自分で見つけなければ）

　ミュリエルはかぶりを振って、顔を上げた。

　目の前に広がる空間はどこまでも静謐で、清らかだ。澄んだ湖面が、青空と周囲に広がる丈高い木々をくっきり映し出していて、うろんなものたちの姿もなかった。

　深い森に囲まれたマンシャーレ湖畔――レスカルでも風光明媚で知られるこの地には、ミュリエルが五歳の時に越してきた。

　――母さん、母さん！　どうしよう？　変な、怖いものがいるよ！　さっきから追いかけてくるの！

　ずいぶん前のことだが、王都にいた時はよく泣いていた覚えがある。

　大勢が集まる華やかな都会には、邪悪なものたちも集まりやすい。聖女がいるので凶暴な大物こそ現れないが、いたずら好きな小鬼などはミュリエルをからかうことがあった。

　まだ幼く、それらに抗うこともできないひとり娘のため、母は人里離れた場所への引っ越しを決めたのだ。

　これみよがしに姿を現すことこそないものの、人里離れた森や湖には精霊が宿っていて、周囲を浄化している。母が選んだ、このマンシャーレの地も同様だった。

　王都からは馬車で半日ほどかかるが、幸い王家の離宮があって、その敷地内に小さな家を用意してもらうことができた。そのためミュリエルは、時おり訪れるシルヴィ王女とも仲よくなったのだ。

　本来、二人の立場には大きな差がある。たとえ聖女の家系とはいえ、ふつうなら友情は芽生えなかっただろう。

　だが母である王妃が属国から嫁いできて、肩身の狭い思いをしたからだろうか。シルヴィは小さいころから物怖じせず、思いやりがあった。

　身分の違いを気にすることもなく、今よりずっと引っ込み思案だったミュリエルを心配し、乗馬やお茶会、ピクニックなど、何かにつけて誘い出してくれた。ちょうどさっきも王都に招いてくれたように。

　――ミュリエルは少しまじめ過ぎるわ。もちろんあなたは聖女だし、静かなところにいる方がいいかもしれないけれど、たまには気分転換も必要よ。

　シルヴィの言葉を思い出し、ミュリエルは辺りに視線をさまよわせた。

「気分転換……か」

　青空にはふんわりした雲が浮かんでいて、頬を撫でる風も優しい。こんなのどかで気持ちのいい午後に、くよくよ悩んでいるのは確かにもったいない気がしてきた。

　本当は早く家に帰って、掃除や食事の支度を始めるべきなのだろう。ひとり暮らしだから、ミュリエルがしなければならないことはたくさんあるのだ。

（この二日間は楽しかったし、のんびりできたけど……）

　シルヴィが離宮に滞在していた間はずっと一緒にいて。おしゃべりしたり、ゲームをしたり、お菓子を焼いたり、ふだんの彼女ができないことを一緒に楽しんだ。だが雨が続いたため、いつものように馬に乗っての散歩はできなかった。

「そうだわ！」

　離宮で飼っている馬にはミュリエルも乗っていいことになっているが、ここしばらくその機会がなかった。

　ミュリエルは勢いよく立ち上ると、弾んだ足取りで歩き始めた。







　しばらく行くと、立派な厩舎きゅうしゃが見えてきた。

　その前で、大柄な赤毛の青年が堂々とした白馬にブラシをかけている。

「シモン！」

　手を振りながら声をかけると、シモンと呼ばれた青年が驚いたように振り返った。体つきこそ立派だが、そばかすが散った顔はまだどこかあどけない。

「ミュリエル！」

「ごきげんよう、シモン。元気だった？」

「ああ、このとおりだよ。君も元気だったかい？」

　ミュリエルが目指していたのは離宮で飼われている馬たちの厩舎で、シモンはそこで父親と共に馬丁を務めている。彼もまたシルヴィ王女と同じく、ミュリエルの幼なじみだった。

「ええ、変わりないわ。離宮には昨日も伺っていたけど、雨だからここには来られなくて」

　シモンはブラシを持つ手を休めることなく、笑顔で話を聞いている。まじめな彼の周囲には、ミュリエルにしか見えないミツバチが数匹飛び回っていた。

　王女と親しく、離宮の敷地内に住んではいても、ミュリエルのことは遠い親戚とでも思っているらしく、その態度も口調も親しげだ。

　聖女の存在を知る者は限られているから、それも当然の反応だった。

「ところでこれからリーラに乗りたいのだけれど、かまわないかしら？」

「もちろんさ。久しぶりだから、リーラも喜ぶよ。ちょっと待っててくれ」

　シモンは大きく頷くと、白馬の手綱をつかんで、馬屋の方へ歩いていった。

　マンシャーレは名馬の産地としても知られ、王家が所有する馬たちも血統のいいものばかりだ。まじめで働き者のシモンはその管理を任されていて、シルヴィからも信頼されている。

「お待たせ、ミュリエル」

　シモンは間もなく、鞍をつけた栗毛の馬を連れて戻ってきた。

「ほら、リーラも君に会えてうれしそうだ」

　リーラは賢く、おとなしい性格の牝馬で、シルヴィやミュリエルによく慣れている。今もミュリエルを見つけると、うれしそうに嘶いた。

「ごきげんよう。元気だった、リーラ？」

　ミュリエルの問いかけに応えるように、リーラは大きく頭を振る。

『はい、とても元気ですよ。あなたは？』

「ええ、私も」

『それはよかった。またお会いできてうれしいです』

　ミュリエルは動物とも意志の疎通ができる。相手がそう望んでいる時には特に。

　だから本当に会話は成立しているのだが、シモンはそんな様子に目を見張っていた。

「すごいな。いつも思うけど、マジで君、リーラとしゃべってるみたいだ」

「そう見える？」

　ミュリエルは「きっと仲よしだからだわ」と笑って、シモンの手を借り、リーラの背に跨った。

「うん、そうだね。じゃ、気をつけて」

　気のいいシモンに見送られ、栗毛馬に乗ったミュリエルは厩舎を後にした。







「……やっぱり来てよかった」

　離宮の門を出て、湖沿いの道を進んでいくと、ほどなく森が広がっている。木々の間に散策用の道があるので、楽に馬を走らせることができた。

　木漏れ日がチラチラ揺れる中、リーラは軽快な足取りで進んでいく。

　頬を撫でる風は優しく、瑞々しい若葉の香りも心地いい。ここには、おかしなものたちの姿もない。

　久しぶりの乗馬は思った以上に楽しくて、ミュリエルは自然に笑顔になっていた。心が落ち着いて、なんだか少しだけ悩みからも解放されたような気さえする。

「気持ちいいわね、リーラ」

『はい、とても』

　結局、シルヴィの方が正しかったようだ。ひとりで悩んでばかりいないで、たまには気晴らしも必要なのだろう。やはり彼女の言うとおりに、王都に行くのもいいかもしれない。

「リーラ、あなたは王都が好き？」

『わかりません。王都にはまだ行ったことがありませんから」

「あら、それじゃ――」

　リーラに答えを返そうとした時、全身の肌が粟立った。

「えっ？」

　一瞬、目の前の景色がグニャリと歪んだのだ。幸いすぐもとに戻ったが、異変があったことに違いはない。

「リーラ、今の見た？」

　声をかけても返事はなかった。リーラは足を止めて、耳をそばだてながら辺りの様子をうかがっている。

　やはり何かを感じたのだろう。自分の気のせいではなかったのだ。

（どうしよう？　どうしよう？）

　鼓動が速まり、急に息苦しくなってきた。不穏なことが起きているのに、いや、起きているからこそどうしていいかわからない。

（慌ててはだめ。大丈夫、大丈夫だから）

　ミュリエルは懸命に自分に言い聞かせる。こういう時に禁物なのは、むやみに取り乱すことだ。

　周囲に怪しいものの姿は見えないから、落ち着いて離宮に戻ればいい。リーラは穏やかな気性だから、自分さえ慌てなければ問題はないはずだった。

「リーラ、離宮に戻るわよ」

　しかしミュリエルが深呼吸して、手綱を握った瞬間――。

　再び森の木々が大きく歪んで見えた。

　さらに今度は、今まで感じたこともない地響きのような波動が伝わってきたのだ。

　正体はわからないが、何かただならぬものが近くにいるようだ。

（だめよ、ミュリエル。落ち着きなさい！）

　しかし息を吸おうとしても、身体が強ばってうまくいかない。こんなに緊張していては、リーラだって怯えてしまうのに。

　人の姿に気がついたのは、その時だった。ずっと先に人がいる。

　背格好からすると、どうやら若い男性のようだ。少し距離があるにもかかわらず、なぜか認識できてしまう――それもまた明らかにおかしかった。

（霧？）

　ミュリエルは大きく息を呑んだ。

　その若者の周囲には銀色の霧に似た気体が渦巻いていた。シルヴィを取り巻いていた金の蝶と同じように現実のものではなく、しかもおそらくはもっとずっと強力な何か。

　彼が悪鬼だったらどうすればいいのだろう？　互いの距離はこんなに近いのだ。もし気づかれてしまったら？

（怖い）

　一度そう思ったら、抑えが効かなくなった。全身から血の気が引いて、ガクガクと震え出す。

　マンシャーレの森や湖には精霊が宿っていることも、それゆえむやみな侵略はありえないことも、ミュリエルは恐怖のあまり忘れ去っていた。

（怖い……怖い、怖いっ！）

　すると、まるでミュリエルの動揺に気づいたかのように、相手の足が止まった。振り返ろうとしているのか、かすかに横顔が見えた。

（む、無理。助けて！）

　一刻も早く立ち去りたくて、無意識に手綱を持つ手に力が入ってしまう。

　しかしそれが敏感なリーラを刺激すると気づいた時には、もう遅かった。

「あっ！」

　リーラがいつになく怯えた様子で暴れ始めたのだ。大きく首を振りながら、その場で足を踏み鳴らしている。

　このままでは振り落とされるかもしれない。得体の知れない若者も恐ろしいが、もうそれどころではなかった。

「リーラ、ごめんなさい。落ち着いて」

　手綱を引いてなんとか態勢を保とうとしても、揺さぶられてうまくいかない。

「リーラ！　ねえ、リーラ！」

　その声の必死さが皮肉にもリーラを煽った。馬はますます興奮し、ついには後ろ足で立ち上がってしまった。

「あっ！」

　手綱から手が離れ、ミュリエルの身体が宙に浮く。同時に視界の端で何かが光ったが、それを気にする余裕もなかった。

（落ちるっ！）

　襲ってくるはずの衝撃と激痛に怯えながら、ミュリエルはきつく目を閉じる。

　瞬間、なぜだか気が遠くなった。

「あ、ぶな――」

　誰かが声を上げたが、もうミュリエルの耳には届かなかった。








第二章　邂逅









　――母さん、どうしよう？　ちっちゃなひとつ目の子がスカートにくっついて離れないの。

　ミュリエルは自分の青いスカートの裾を指さし、泣きながら母に訴えた。

　いつの間にか手のひらくらいの大きさの奇妙なものがへばりついていたのだ。人の形をしているものの、目はひとつしかなく、ヌメヌメした青黒い色をしている。

　ミュリエルが怯えていると、それは嘲るように舌を出してケタケタと笑った。

　たまにこんなことが起きるのだが、四歳のミュリエルに何もできなかった。はっきり見えるのに、追い払えない。

　――気持ち悪いよ。

　――大丈夫よ、ミュリエル。それはそんなに悪いものじゃないわ。そうね。強く息を吹きかけてごらん。いなくなるはずよ。

　――ううん、だめ！　まだ、くっついてる。

　――じゃあ、手で払い落してみて？

　――だめ！　取れないの！

　すると母は何ごとか呟きながら、その青黒いものを払い落した。途端に、それはそのまま消えてしまったのだ。

　――母さん、あれは何？

　――あれは……本当はいないものなのよ。というよりも、決してここにいてはいけないものなの。だから追い払ったのよ。

　本当はいないものが、そしてここにいてはいけないものが、どうして自分には見えるのだろう？　それに見えるのに、なぜ母さんみたいにやっつけることができないのだろう？

　ミュリエルが眉間にシワを寄せて考えていると、母が微笑みながら「心配いらないわ」と抱き寄せてくれた。

　――安心して、ミュリエル。今は無理だとしても、そのうちあなたも同じことができるようになるわ。それには何か、きっかけが必要かもしれないけれど。

　まるで心の中を読まれたみたいで、ミュリエルは目を丸くする。

　――ほんと？　どんなきっかけ？

　――いつかその時が来れば、きっとわかるわ。でも、このことはむやみに他の人に話してはだめよ。みんながあなたのことでびっくりしてしまうといけないから。

　自分と同じ艶やかな黒髪、吸い込まれそうな緑の瞳。そして大好きな優しい笑顔――すぐそばにいるはずなのに、母の声がなぜだか次第に遠くなり、その姿もぼやけていく。

　――ミュリエル、私の大切なミュリエ……。

　――母さん！　母さん、どうしたの？　どこへ行くの？

　懸命に呼びかけているうちに、ミュリエルは自分が夢を見ているのだと気がついた。

（これは……いつもの……）

　そう、母が亡くなってから、もう何度も同じ夢を見ている。

　目を覚ましても、当然ながらそこには誰もおらず、ミュリエルはいつもひとりなのだ。そして聖女でありながら何もできないという残酷な事実を、繰り返し突きつけられてきた。

　ところが――、

「き、君」

　誰かがそっと身体を揺さぶっていた。

　くぐもった聞き慣れない声もして、ミュリエルは小さく身じろぎをした。

「――だい、じょ、ぶ？」

　ひどくたどたどしい上、なんだか戸惑っているように聞こえる。

（……誰？）

　ミュリエルは混乱しながら目を開けた。

　はじめのうちはぼやけていた視界が、ゆっくり焦点を結び始める。

　生い茂る木々に囲まれ、木漏れ日が揺れていた。背中がゴツゴツするから木にもたれているらしいが、どうしてこんなところにいるのだろう？

「ね、君？」

　ミュリエルの前に跪き、心配そうに話しかけてくる相手は金髪で、水色の瞳をしていた。若い男性だが、初めて見る顔で――。

「あっ！」

　瞬間、ミュリエルは自分に何が起きたかを思い出した。

　気晴らしをしたくて、リーラに乗って森へ散策に来た。そこで怪しい若者を見かけ、怯えて動転し、手綱さばきを誤って落馬してしまったのだ。もしかしたら少しの間、失神していたのかもしれない。

　そして今まさに目の前にいるのが、その原因となった相手だった。

（嫌！）

　ミュリエルは慌てて目を閉じる。

　先ほど若者は銀色の霧のようなものに包まれていた。かつて自分をいじめた小さな魔物たちのように、彼も得体の知れない生きものなのかもしれない。

　人の世にはいない、いや、いてはいけない何か――きっとまたミュリエルは見てはいけないものを見てしまったのだろう。

　とすれば、これ以上関わるのは危険だ。一刻も早くここから逃げなければ――。

　ところが相手は再びミュリエルを揺さぶり始めた。

「し、かり！　しっか、りして！」

　必死な声音なのに、口調はまるで子どもだ。

「へ、いき？　君、だい、じょぶ？」

　さらに繰り返し問いかけられ、ミュリエルはとうとう根負けして目を開いた。

「ああ、よか、た」

　若者は安心したらしく、かすかに笑った。

「気が、ついた」

　落馬した後で何が起きたかわからないが、彼が手を貸してくれたのは間違いなさそうだ。

　とにかくこういう状況になったら、もうどうしようもない。幸いどこにも痛みはないから、なんとか隙を見つけるしかなかった。

「……ええ、私は大丈夫」

　答える声が震えてしまったのは、青年の背後にあいかわらず奇妙な霧のようなものが渦巻いていたからだ。しかもさっきは銀色だったのに、その色合いはさらに濃くなり、前より広がっているように見えた。

　得体の知れないそれが自分にまで覆い被さってきそうで、ミュリエルは急いで視線を外した。

（無理！　絶対無理！）

　しかしほんの一瞬しか目にしていないのに、若者の容姿は鮮烈に心に刻まれた。彼はそれほどまでに並外れて美しかったのだ。

　やや長めの金髪、秀でた額と高く真っ直ぐに通った鼻梁びりょう、口角の上がった少し厚めの唇――端整でいながら男らしい面差しには気品が感じられる。

　何より印象的だったのはその水色の瞳で、互いの視線が合った時には心臓を射抜かれたような気がした。

（だけど……こんなにきれいな魔物がいるのかしら？）

　怖くてしかたがないのに、ついよけいなことを考えてしまいそうになる。だが、ミュリエルは心の中で強くかぶりを振った。

（いいえ、いるわ！　きっとこういうタイプは美貌で人を惑わせるのよ。まず油断させて、それからよからぬことを――）

　ところが口調こそあいかわらずおぼつかないままだが、若者の声は意外なほど真摯な響きを帯びていた。まるで心からミュリエルを案じてくれているみたいに。

「け、がは？」

「怪我？　え、ええ、大丈夫……たぶん」
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    　とにかく目を合わせたくなくて、彼の背後を見たミュリエルは少し離れたところにいるリーラに気がついた。今はすっかり落ち着いた様子で、のんびり草を食んでいる。あれだけ興奮していたのが嘘のようだ。

    （よかった）

    　リーラが無事だったことに安堵し、ミュリエルは懸命に口角を上げてみせた。

    「あなたが……助けてくれたのですか？」

    「う、ん」

    　とにかく今は相手を怒らせないことが肝心だ。さりげなく立ち上がって、リーラのところまで行かなければ。

    「どうもありがとうございます。あの、私、そろそろ行かないと」

    　すると若者はひどく動転した様子で目を見開き、ミュリエルの腕をつかんだ。

    「待って」

    「えっ！」

    　遠慮がちにではあるが身体を引き寄せられて、まともに視線が絡んでしまう。

    　いきなりのことで、ミュリエルの頭は真っ白になってしまった。驚き過ぎて、若者への恐怖すら忘れていた。

    　明るい水色の瞳は澄みきっていて、まるで今日の空のようだ。とても悪辣なことを企むようには見えないが――。

    「待ってくれ、お嬢さん。頼むから……まだ行かないでくれ」

    （あ……）

    　気のせいだろうか？　急に若者の話し方が変わったような気がした。

    　うまく口がきけないみたいにつかえていたのに、少しだけ滑らかになり、子どもじみていた口調も改まっている。

    「君と話がしたい」

    　いったいどうしたのだろう？　彼に何か起きたのだろうか？　

    「僕はロランだ」

    　返事もできずに固まっていると、若者はひどく真剣な面持ちで名乗った。その瞳は何か訴えたいことでもあるかのように、ミュリエルを見据えている。

    「ロラン？」

    「そうだ。どうか聞いてほしい。いきなりこんなことを言って、妙に思うかもしれないが、僕は決して怪しい者ではない。父はシャイエ公爵だ」

    「ロラン……シャイエ」

    　その名前に聞き覚えがあるような気がして、ミュリエルは目をしばたたく。しかしその瞬間、ロランの背後で渦巻く霧が目に入り、再び強い恐怖に襲われた。

    （やっぱり無理！）

    　この若者がどこの誰であろうと、どんなにもの言いたげであろうと、もう限界だった。こんな場所で二人きりでいるなんて耐えられない。

    「は、離して。手を離して！」

    　ミュリエルが悲鳴を上げると、ロランは弾かれたように手を離した。

    「す、すまな――」

    　一度は謝罪しかけたものの、なぜかひどく驚いた様子で目を見開いて凍りついている。

    「それじゃ、ごきげんよう！」

    　今を逃したら、もうチャンスはないかもしれない。ミュリエルは急いで立ち上がると、リーラに駆け寄った。

    　近くの切り株に足をかけ、なんとか騎乗する。

    「行きましょう、リーラ！　帰るのよ！」

    　幸い若者は追いかけてはこなかった。

    　ミュリエルはとにかく必死で、後ろを振り返ることもなく、その場を走り去った。

    


    


    　ロランという名前と、シルヴィ王女の話が繋がったのは、その晩のことだった。

    「そうだわ、シャイエって……公爵の！」

    　夕食の後片付けをしている時に、昼間の会話を思い出したのだ。

    　――宮廷で一番人気がある貴公子はやっぱりロランね。シャイエ公爵家の息子だから身分は申し分ないし、財産もお持ちだし、すばらしい美男子だし、ただちょっと困ったことが起きていて……。

    　そう、確かに彼はロランと名乗ったし、恰好こそふつうだったが、容姿端麗で貴公子然としていた。それに父親はシャイエ公爵だとも言っていた。

    　だとすれば魔物などではなく、やはり普通の人間なのだろうか？

    　しかし、そうだとしたら彼の背後に見えた霧みたいなものはなんなのだろう？　それになんだかひどく取り乱していたようだった。

    　――君と話がしたい。

    　ロランは縋るような口調で必死に訴えていたのに、ミュリエルはそれを振り切って帰ってきてしまった。

    （だって……）

    　普通の人間があんなにおかしなものに取り巻かれているはずがない。少なくともミュリエルは今まで見たことがないのだ。

    　いくら話をしたいと言われても、あれ以上一緒にいるのは無理だった。もう彼のことは忘れた方がいい。どうせもう会うこともないだろうし――。

    　しかし皿を拭こうとしている時、また彼の声が聞こえたような気がした。

    　――頼むから……まだ行かないでくれ。

    　自分を助けてほしい――もうしかしたらロランは、そう言いたかったのではないだろうか？

    「……どうしよう？」

    　ミュリエルはかぶりを振って、皿を流しに戻した。

    　助けを求める人を見捨ててしまったのだとしたら、自分はなんとひどいことをしてしまったのだろう？　いくら怖かったからといっても、とうてい許されない。

    （私、本当に聖女失格だわ）

    　母が生きていたら、こんな情けない真似は絶対にしなかっただろう。

    　ただでさえ能力が低いのに、必死に伸ばされた手を冷たく振り払ってしまうなんて――。

    　よく考えてみれば、ロランの様子は確かにおかしかった。

    　いきなりしゃべり方が極端に変わったり、何かに驚いているようだったり、どうにも不安定で、自分でもどうしていいのかわかっていないように見えたが――。

    　ひとつの可能性が浮かんだのは、その時だ。

    （まさか……呪い？）

    　ミュリエルは緑の目を見開いて、自分の身体に腕を回した。

    　ロランが誰かに呪われている、あるいは呪いのせいで何かにとり憑かれている――そういうことなら、筋が通るかもしれない。おそらく今の彼は本来のロランではないのだろう。

    　とはいえ、ミュリエルにとっては、事態はいっそう複雑になった。

    　呪いについては家にある本で読んだことがあるが、現実には見たことも聞いたことがなかった。母も何も言っていなかったから、おそらく経験していないのだろう。

    　そんな状況で、どうしてロランの呪いを解くことができるだろうか。

    「う、ううん、無理よ。絶対に無理！」

    　いくら助けを請われたところで、やはりミュリエルには彼を救えない。聖女のくせに、ただ怪しいものを見ることしかできないのだから。

    （でも――）

    　流しの皿に伸ばしかけていたミュリエルの手が止まった。

    　話くらいなら聞いてやればよかった。彼はそう望んでいたし、どうせそれくらいしかできないのだから。

    「無理でも……やらなきゃだめだわ」

    　このままロランに背を向けてしまったら、ますます自分がだめになるような気がした。せめて彼と向き合うくらいはしなければ。

    　それにもしかしたら最近の不吉な変化も彼と関係があるのかもしれない。ロランにかけられた呪いのせいで周囲に影響が及んでいるとしたら、これからもっとたいへんなことになってしまう。

    「シャイエ公爵家の……ロラン」

    　しかし名前や身分がわかっていても、どうすれば彼と再会できるのだろう？　だいたいロランは本来ならマンシャーレのような田舎ではなく、王都に住んでいるのではないだろうか？　どうして昨日は森にいたのだろう？

    　ところが彼に関する情報は意外なところから伝えられた。

    　翌朝、リーラの様子を見に離宮を訪れると、シモンが息せき切って駆け寄ってきたのだ。

    「ねえ、ミュリエル。昨日、森で誰かに会わなかった？」

    「森で？　い、いいえ、どうして？」

    　とっさに嘘をついてしまったのは気まずかったからだが、シモンは構わず続けた。

    「いや、ステラから聞いたんだけど、どうも王都から来た貴公子が森で会った若い娘を探しているらしいんだ。そうか。君じゃないのか」

    　シモンがつき合っている娘はステラという名で、マンシャーレの村長の屋敷で小間使いをしている。陽気で器量もいいが、たいそう噂好きらしかった。

    「その人がけっこう重い病気になって、ここで静養しているそうだよ。今は引退した執事の家で世話になっているらしい。ほら、リシェットさんだよ」

    「……リシェットさん？」

    「村外れの青い屋根の家に住んでるんだ。なんだかすごく困ってるらしくて、村長に相談に来たんだってさ」

    　ミュリエルは戸惑いながら、離宮を後にした。

    　ロランもまた自分を探している――それがいいことなのか、あるいは悪いことなのか、ミュリエルには判断できない。

    　しかし今は先に進んでみるしかなかった。どんなにできそこないでもベストは尽くさなければならないし、運がよければロランの役に立てるかもしれない。

    　少なくとも、これまでは彼のように自分に救いを求めてくる者はいなかったのだから。

    　――何か、きっかけが必要かもしれないけれど。

    　聖女なのに何もできないと嘆いていた時、母がこう励ましてくれたことがある。いつかきっとそんな日が来るからと。

    　きっかけ――そう、きっと自分は今の状況から抜け出す糸口を探しているのだろう。母やノワレ家の代々の女性たちのように、一人前の完璧な聖女になるために。

    　ミュリエルは厩舎でリーラの様子を確認してから、急いで家に帰った。出かける前に、荷物をまとめるためだった。

    「私……変わりたい」

    　いつまでも逃げているばかりでは、レスカルを守れない。聖女の役目も果たせない。

    　怖くてまともに見ることはできなかったが、ロランを取り巻いている霧からはただならぬ気配がした。たとえ何もできないとしても、あれと対峙するにはかなりの時間と覚悟が必要だろう。

    　うかつに手を出せば、さらに被害が広がるかもしれない。

    （まず、あの人の話をよく聞いて、しっかり呪いを見極めないと）

    　そのためには、ずっとロランのそばにいるための口実を見つけなければならなかった。

    


    ＊＊＊

    


    「ごめんください。ノワレと申します」

    　数時間後、ミュリエルは旅行用のカバンを手にして、リシェット家の戸口に立った。
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　その日も、いつものように頭が重かった。

　額の奥に鉛でも埋まっていそうな気がして、ロランはこめかみを押さえながら、ゆっくり目を開ける。

　窓の外を見やれば、すでに太陽は高い位置にあった。もう昼近いのだろう。

　空気がいいマンシャーレで静養を始めて、すでに十日になる。公爵家の執事を引退したリシェットやその妻が細やかに世話をしてくれるから不満はないはずなのに、ロランの心は沈んでいた。ここに来れば何か変化が起きるかもしれないと期待していたのに、状況は少しも変わらなかったのだ。

　今日もまた重苦しい日になるのだろうか。昨日はほんの少しだけ希望が持てたような気がしたのだが――。

　森でのできごとを思い出し、ロランは唇を噛む。

　栗毛馬に乗っていた少女は、まるで妖精のように可憐だった。艶やかな黒髪、桜色に上気した肌、そして澄んだ緑の瞳――確かに一瞬で心に焼きついてしまうほど愛らしかったが、その姿以上にはるかに重要なできごとがあったのだ。

　ところが彼女と出会ったことでようやく事態が好転するように思えたのに、ロランを取り巻く状況はあいかわらず停滞したままだ。なにしろろくに話もできないうちに、姿を消してしまったのだから。

　すぐにリシェットを村長のもとに行かせて娘を探させているが、まだ何の情報も得られていなかった。

（あれは……あの奇跡は夢だったのか？）

　そんなはずはないとわかっていても、落胆せずにはいられない。ロランの絶望はそれほどまでに深かった。

　ふとした違和感を覚えたのは、その時だ。

　ロランが世話になっているリシェット家は老夫婦二人の住まいで、どちらも穏やかな性格だから、家の中はいつも静かだ。それなのに今日はいつになく階下がざわついている。

　どうやら訪問者があって、リシェットと話をしているようだ。

（あの娘のことがわかったのだろうか）

　ロランは慌てて起き上り、寝台から下りた。

　まず身支度をしなければならないが、その時間さえ惜しい。もし娘のことで何か知らせがあったのなら、一刻も早く聞きたかった。

　その時、階段を上がってくる音がして、ほどなく扉を叩く音が聞こえた。

「ロラン様、お目覚めでしょうか？　お目にかかりたいというお客様がいらして――」

　リシェットが言い終わるのまで待っていられず、ロランは急いで扉を開けた。

「ロラン様、おはようございます。お待ちになっておられるのは、若いお嬢様です。ミュリエル様とおっしゃるそうですが、お会いになられますか？」

　ロランはリシェットを見つめ、何度も大きく頷いた。

　今は口をきくことができなかったのだ。たったひとことさえも。







　支度を整えて居間の戸口に立った時、ロランは息が止まりそうになった。

（……彼女だ）

　艶やかな黒髪と、澄んだ緑の瞳。

　ロランの姿を見て椅子から立ち上がったのは、まぎれもなく森で出会った少女だったのだ。

「ごきげんよう」

　少女はぎこちない笑みを浮かべて、ロランに膝を折った。

　その所作は流れるように優美で、自然と目を奪われてしまう。質素な恰好なので村娘だと思っていたが、どうやら礼儀作法はきちんと心得ているらしい。

「ミュリエル・マリーズ・ノワレと申します」

　ロランが頷いてみせると、リシェットが「こちらはロラン様です」と紹介した。

　なぜ黙っているのか不思議に思っているのだろう。怪訝そうな視線を向けてくるミュリエルに、ロランは頷いてみせる。

　さらに、リシェットが代わりに声をかけてくれた。

「どうぞお座りください、ノワレ様」

「はい」

　ロランは拳を握って、小さく息を吐いた。

（どうしてここへ来た？　君はいったい誰だ？　昨日、いったい何が――）

　ミュリエルに訊たずねたいことがたくさんあったはずなのに、こうして実際に会ってみると何から切り出せばいいかわからない。

　ことはひどく複雑で、自分でも状況を把握しているとは言いがたいのだ。その上、今のロランは話すことができなかった。

　それでも昨日のことを思えば、彼女に希望を託すしかない。

（まず落ち着かなければ）

　ロランが視線を向けると、リシェットは心得顔で頷き、部屋を出ていった。

　二人きりになると、部屋の中は急に静かになった。ミュリエルは明らかに居心地悪そうにしていたが、やがて自分から口を開いた。

「ロラン様、昨日はどうもありがとうございました。助けていただいたのに、きちんとお礼も言わずに失礼して、本当に申しわけありませんでした。実は、こちらで人を探していると教えられて……私ではないかと思って伺ったのです」

　ミュリエルの声は明るく澄んでいて、耳に心地よく響く。まるで優しい歌声のようで、身も心も疲弊しているロランは彼女に癒されるような気がした。

　だが、ずっとそわそわしていて、視線を合わせようともしないから、内気なのかもしれない。それでもこうして自分から訪ねてきてくれたことがありがたくて、ロランは立ったまま頭を下げた。

　何か言ってやりたいが、どうしても言葉が出てこないのだ。

「あ、あの――」

　答えが返ってこないので、ミュリエルはますます戸惑っている様子だ。

　礼を言うことさえできない自分がもどかしく、ロランが一歩踏み出した時だった。

「実は私もお願いがあって参りました」

　思いがけなくミュリエルが立ち上がった。

「どうか私をこちらに置いていただけないでしょうか？」

　ロランがその言葉を咀嚼する間もなく、ミュリエルは続けた。

「お、おそばにいたいのです。どうかお願いいたします。私……ロラン様に恋してしまいましたから」

　今度は意味を理解することさえできなかった。

（何を……言っている？）

　ただ、直感的に嘘だとわかった。

　瞬間で恋に落ちることは確かにあるだろう。現に、ロランはミュリエルを初めて見た時に心を動かされた。あいにく恋に落ちるような余裕はなかったけれど。

　しかしミュリエルの場合は明らかに違う。

　女性から心を寄せられたことは何度もあるが、彼女たちが見せていた熱量もときめきもまったく感じられなかったのだ。しかも唐突過ぎる申し出をしておきながら、ひどく怯えているように見えた。

（なぜこんな茶番を？）

　だいたいどこの誰かもはっきりわからないし、ミュリエルの願いは救いようがないほどばかげて聞こえる。

　それでいて痛いほどの必死さは伝わってきた。彼女は懸命に何かを試みようとしているようだ。そのためにこんなおかしなことを言い出したのかもしれない。

　だが思惑があるといえばロランも同じだったし、そのために彼女を探させたのだ。だから今こそ確認しなければ――。

「もちろん失礼なこととはよくわかっております。でも私――」

　気づいた時には身体が動いていた。ロランは話し続けるミュリエルに駆け寄り、細い手首をつかんだ。

「あっ！」

　よほど驚いたのだろう。ミュリエルは緑の目を見開いて、凍りついている。息をすることさえ忘れているようだが、ロランにそれを案じてやる余裕はなかった。

（これは――）

　触れている部分から、何かあたたかいものが身体に流れ込んでくるような気がした。ちょうど昨日、森で彼女を抱きとめた時のように。

　やはりあの奇跡は夢ではなかったのだ。ミュリエルから伝わってきたぬくもりがジワジワと全身に広がり、目に見えない縛めが解かれていくようだった。

「す、すま……ない」

　やがてぎこちなく唇が動き、掠れた頼りない声が響いた。しかしそれは紛れもなくロラン自身の声だった。

「い、いきなり、すまない。だが、どうか少し――」

　いったいどういう作用が働くのかわからないが、ミュリエルに触れると口をきくことができる。半年前からいきなり始まり、これまで王都の名医をはじめ誰にもどうにもできなかったロランの異変が、彼女によって嘘のように解消したのだ。

　昨日はふつうに会話できるようになるまでは数分かかった。ずいぶん長く喋れずにいたので、驚き過ぎて身体が反応できなかったのかもしれない。

「ロラン様」

「どうか、もう少しだけ……待ってほしい」

　今日はいくらかましなようで、ロランはつかえながらも先を続けることができた。

「ミ、ミュリエル」

　改めて呼びかけると、華奢な身体がピクリと跳ねた。

「君は誰だ？　いったい、何者なんだ？」

「わ、私は……」

　今や明らかにミュリエルはひどくうろたえていた。

「私はミュリエル……マリーズ・ノワレです……ロラン様」

　真っ青になって視線を落とし、ロランのそばから離れたがっているように見える。消え入りそうな声は震えていた。急に腕をつかまれて怖がっているのかもしれないが、それにしては少し度が過ぎている。

（やはり僕に恋したというのは嘘だな）

　はじめからわかっていたことなのに、ロランの心はわずかに揺れた。しかしそれを気に病む余裕はない。

「すまない。怖がらせるつもりはないんだ」

　腕をつかむ力をわずかに緩め、ロランは再び頭を下げた。

「ただ僕には……いろいろ問題があって」

　まだぎこちなさは残るものの、話をすることに少しずつ慣れてきた。しかし彼女がいなければ、いや、この手を離せば、また喋れなくなるかもしれない。

「君に、一緒に来てほしい場所がある」

　ミュリエルはかすかに震えながら俯いていたが、断りはしなかった。「どこへ行くのか」と訊ねもしない。今はロランの出方を探っているのかもしれなかった。

　あいかわらず彼女の狙いはわからないものの、取りあえずは一緒に先に進むべきだろう。ミュリエルがそばにいてくれれば、状況はさらに改善するかも――いや、他にはもう手だてがないかもしれないのだ。

「では、行こうか」

　ロランはつかんでいた腕を離し、細い腰に手を回して歩き始めた。







　外に出ると、灰色の雲が空を覆い始めていた。

　空気も湿り気を帯び、遠からず雨になりそうな気配がする。

（急がなければ）

　不安げなミュリエルを前に乗せ、ロランが愛馬のデルセンで向かったのは、昨日二人が出会った森だった。

　マンシャーレに来てから、もう何度となく足を運んでおり、今では日課のように通っている。というのも、自身に起きた異変はそこから始まったような気がするからだ。

　ただし、ロランにははっきりした記憶がない。いくら思い出そうとしても、当時何があったかまったく思い出せないのだ。半年前にリシェット家に滞在し、デルセンと森に入ったのは確かなのだが――。

　とにかくその翌日からロランはひとことも話せなくなり、声を出すことさえできなくなった。それでいて思考能力は正常で、他に身体的な異常も見られない。王宮の侍医や多くの医師に診てもらったが、原因はわからず、奇妙な症状もいっこうに回復しなかった。

　高官である父を補佐し、次期シャイエ公爵として存在感を見せていたロランの生活は一変した。それまではうるさいくらいに届いていた夜会や芝居への誘いが途絶え、宮廷で近づいてくる者はほとんどいなくなった。それには社交界がそれほど好きではないロランでさえ、寂しさを覚えずにはいられなかった。

　もちろん家族や幼いころからの友人たちは本気で心配し、薬や治療法を探してくれたが、今度はロランの方が煩わしくなった。

　いつまでたっても筆談でしか意思疎通ができず、治癒の見込みもないことに疲れ果て、逃げるようにマンシャーレに来たのだ。

　ところがミュリエルに会ったことで、いきなり状況が大きく変わった。

　もしも異変の原因があの森にあるのなら、また二人で行ってみれば、さらに何か起きる可能性だってある。今のロランには、この出会いがひとつの啓示のように思えていた。

（ただ……僕とこうしていることが、彼女には負担かもしれない）

　ミュリエルは馬が好きらしく、昨日落馬したばかりなのに、デルセンを見た時にはわずかに表情を和ませた。しかしそれからはずっと身を強ばらせている。抵抗こそしないものの、ロランに話しかけることもなかった。

　前後に並んで騎乗しているため、先ほどよりさらに落ち着かないのだろう。

　ロランもまた少し緊張していたが、ミュリエルからは摘みたての花のような香りがして、それが気持ちを解してくれた。

　もしこれが普通の乗馬なら、楽しいとさえ思ったかもしれない。

　それにしてもどうしてこれほど不安そうなのだろう？　そのくせ嘘までついて自分に近づこうとするのはなぜなのだろう？

　そんなミュリエルを見ていると気持ちが揺れたが、ロランはあえて馬を進め続けた。

　しかし森に入ると、ミュリエルの身体から少し力が抜けたように感じた。

　青葉の濃い香りと清浄な空気が心地よくて、ロランもミュリエルも自然に呼吸が深くなる。それがよかったのか、二人の間に漂う緊張感は少しだけ緩んだ。

　ほどなくロランは苔むしたくぼ地で、デルセンから降りた。ちょうど昨日、ミュリエルがいた辺りだった。

　訝しそうにしているミュリエルに手を貸し、馬から降ろしてやる。

「ありがとうございます、ロラン様」

　白い手を握った時にも、波動に似たぬくもりが伝わってきた。

（やっぱり――）

　それはゆっくり全身に広がっていき、ロランを不思議なほど安堵させてくれた。

　奇妙なことだが、実際に話をしなくても、回復しているのがはっきりわかる。異変が起こる前の、何ひとつ瑕疵かしのない自分に戻ったようで、その感覚はリシェットの屋敷にいた時よりも鮮烈だった。

　どんな論客が相手だろうと、今なら自在に議論を戦わせることができるだろうし、王宮の閣議でも全員から賞賛されるような演説ができるだろう。実際、かつてのロランはいつもそうしていたのだから。

　マンシャーレの森とミュリエルが相まって、自分を浄化してくれているのだろうか？　だから自分は何度となくここに引き寄せられてしまうのか？

「ロラン様、なぜこちらへいらしたのですか？」

　とうとうミュリエルがたまりかねたように口を開いた。手を握ったまま、ロランが無言で考え込んでいたからだろう。

「それに昨日は、私と話がしたいとおっしゃいました。それから――」

「確かめたいことがあった。どうしてもここで、君と一緒に」

　そう答えた時、ロランの中にはある確信が生まれていた。それが強い衝動を生み、さらに信念へと変わっていく。

（彼女が必要だ……絶対に）

　ロランは手に力を込め、華奢な身体を引き寄せた。

「ひっ！」

　ミュリエルは息を呑んで身を竦めたが、かまわず腕の輪に閉じ込めて抱き締める。

「何をなさるのですか？」

「聞いてくれ、ミュリエル」

「えっ？」

「恋に落ちたと、だから僕のそばに置いてほしいと言っただろう？　だったら――」

　少しずつ腕に力を込めながら、ロランは「助けてほしい」と訴えた。

「……助ける？」

「僕は、君に触れていると……話ができるんだ」

　理由はわからないものの、ミュリエルは自分に怯えている。いきなり抱き締められるなんて、災難でしかないだろう。

　まるで非力な小鳥を無理やり手の中に閉じ込めているような気がした。罪悪感にも似た思いを抱きながら、ロランは自分に起きたことを話し続ける。

　半年前にこのマンシャーレの森で何かを経験したのに、その記憶がないこと。以来まったく話すことができなくなって、どんな名医も治療できなかったこと。それがミュリエルに接触して、突然回復したこと。

「僕はここでのできごとを思い出したい。何か、とても大切なことだったような気がしてならないんだ。だからどうか手を貸してほしい。ただの思い込みかもしれないが、君と一緒にいればいい方向に向かえそうなんだ」

　ミュリエルは緑の瞳を見開いて、話を聞いていた。何か思い悩んでいるのか、両手をきつく組んでいる。

「君だって理由があって、ここへ来たのだろう？　恋に落ちたというのは、あくまで口実で」

「いえ、私は本当に――」

「ミュリエル、もう一度訊く。君はいったい何者だ？　もし悩みがあるのなら、僕が手を貸そう。それぞれの問題を一緒に乗り越えるんだ」

　ロランは細い頤おとがいを掬って、ミュリエルの視線を捉えようとした。しかし彼女は目を合わせるのを恐れるかのように、かすかにかぶりを振った。

「悩みなんて……ありません。本当に」

　そばにいたいと言いながら、ミュリエルは怯え続けている。その不思議な頑なさに苛立ちながらも、同時に引きつけられずにいられなかった。

（とにかくつかまえなければ）

　どうすればいいのかわからないまま、身体が勝手に動いてしまう。

　ロランは慄く小さな顔を両手で包み込み、桜色の唇に口づけた。
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    （うっ！）

    　瞬間、戦慄が走って、ロランは思わず顔を離した。

    　稲光に打たれたようで息が止まりそうだったが、ほどなく言いようのない高揚感に包まれた。

    「ロ、ロラン様」

    「ロランでいい」

    　やはりミュリエルは自分を救ってくれる――まるで聖なる存在のようだ。ロランは心を震わせながら、彼女と再び唇を重ねた。







第四章　惑乱










（私、どうかしているわ）

　ミュリエルは頬を染めながら、小さくため息をついた。

　湯浴みをして寝支度を済ませ、今はリシェット家の客用寝室でロランの訪れを待っているところだ。はじめは寝台に座っていたものの、どうにも落ち着かなくて、さっきから立ったり座ったりを繰り返している。

　そう、ミュリエルはこれから彼と肌を合わせるのだ。

　どうしてこんなことになってしまったのだろう？　聖女であることを秘密にしたまま、ロランを助けなければならないからなのか？　そもそも彼と出会ってしまったからだろうか？

　いずれにしてもすべては自分で選んだ結果だし、リシェット家を訪問したのもミュリエル自身なのだけれど。

　ロランと共に森へ行き、その秘密を打ち明けられて、彼が呪われていることがいよいよ確実に思えてきた。ミュリエルの瞳には、それが不吉な霧のようなものに映るのだろう。あいかわらず怖くて、まともに見ることができないままだけれど。

　ロランは半年前に森で起きたことを少しも覚えておらず、それからはまったく喋ることができなくなったという。しかもどういうわけか自分に触れている時には、その呪縛は弱まるらしい。今日はそんな推測を確かめに行ってきたのだった。
（それでずっと手を握っていたんだわ）

　そんな彼がミュリエルに助けを求めてくるのも当然だろうし、聖女なのだから喜んで手を差し伸べるべきだとも思っている。

（でも、だからって……）

　さっきの記憶が蘇って、ミュリエルの顔はさらに熱くなった。

（だからってキスなんて！）

　あろうことかロランは自分を抱き締め、さらに口づけまでしたのだ。そして「君が本当に僕に恋をしているなら」と続けた。

　――どうかこの先に進ませてくれないか。

　それが意味することを思うと、恥ずかしくて気を失いそうだった。何をするのかしっかり理解しているわけではないが、それでもいたたまれなくなってしまう。

　初めて二人の唇が触れ合った時、ミュリエルはただ呆然としていたが、ロランは弾かれたように身を離した。

　その時も彼は強烈な反応を感じたようで、それゆえこんなことを言い出したのだろう。

　ミュリエルは思わず、白い夜着をまとった身体に腕を回した。

　唇にはまだ彼のぬくもりが残っているような気がするし、広くたくましい胸板も、少し高めの体温もはっきり覚えている。初めての口づけは優しく、それでいて心躍るような経験だった。

　何もかも、頭がクラクラするほど衝撃的だったのに――。

（もっと先に……）

　今夜、ミュリエルはそれ以上の行為を経験するのだ、よりによって昨日会ったばかりの、恋人でもない相手と。

　決して無理強いはされていないし、ロラン本人も迷う様子を見せていた。これまで考えたこともなかったけれど、確かに重大で、普通ならあり得ない願いだった。

　聖女であっても、他の娘たちとそれほど大きな違いがあるわけではない。もちろん純潔を失うのは悲しいし、いつか後悔するかもしれないとも思った。

　けれど結局、ミュリエルは彼を受け入れることにした。

（どうせ恋人もいないもの）

　一方で、ロランが自分と触れ合うことで、苦境から脱することができるのは明らかな事実だ。聖女とは名ばかりのミュリエルが生まれて初めて人の役に立てるのだ。

　それに話せるようになったと語った時の、晴れやかな笑顔が忘れられなかった。きっとこの半年間は本当につらい思いをしてきたのだろう。

　しかしロランはまだ大切な記憶を取り戻せていないようで、それがもどかしくてしかたないらしかった。

（救いの、いいえ、祓いの儀式だと思えばいいのだわ）　

　恋人同士でもなく、婚約もしていない二人が身体を重ねるのは重罪だろうか？　ミュリエルは迷いながらも、これが正しい選択であることを祈るしかなかった。たとえ神様が許してくださらなくても、ロランは救われるかもしれないのだから。

　その時、部屋の扉が軽く叩かれた。

「ど、どうぞ」

　ミュリエルが反射的に身構えると、夜着の上に黒いローブを羽織ったロランが入ってきた。

（わっ！）

　見慣れない姿に驚いたのか、それとも今も彼の背後にわだかまる影に動揺しているのか、自分でもわからないまま胸が早鐘を打つ。

　ロランは銀の盆を手にしていて、金色の液体が入ったグラスが載っていた。

　異性と夜を共にするのも、もちろん初めてのことだ。今すぐ逃げ出したい気持ちを懸命に堪え、ミュリエルは震える声で問いかけた。

「それは？」

　ロランはテーブルの上に盆を置くと、そっとミュリエルの手を取った。

「エレーナが用意してくれたリンゴ水だ。緊張が解れるよう、少しだけ酒が入っているそうだ」

「まあ、ありがとうございます」

　エレーナはリシェットの妻で、かつてはロランの乳母を務めていたという。世話好きで何かと気遣ってくれるが、母を亡くしているミュリエルには、そのさりげない優しさが本当にありがたかった。

「どうぞ」

「……どうも」

　グラスを渡され、二人でぎこちなく乾杯する。

　ロランがかすかなためらいを見せたのは、心尽くしのリンゴ水を口にした時だ。

「ミュリエル、君には言葉にできないほど感謝している。しかしもしも――あっ！」

　もはやロランを拒むことはできない。それ以上は何も聞きたくなくて、ミュリエルは自分から厚い胸にもたれかかった。







　抱き上げられ、寝台に横たえられた時、ミュリエルの鼓動はすでに限界近くまで速まっていた。なにしろロランだけでなく、彼にとり憑いている奇妙なものまでが自分に覆い被さっているのだから。しかし――、

「楽にして」

　そっと髪を梳いてくれるロランの声もまた上擦っていた。
（大丈夫……ええ、大丈夫よ……たぶん……きっと）

　ミュリエルはきつく目を閉じ、何度も自分に言い聞かせた。

　突然呪いをかけられ、苦しみ続けてきた彼のことを思えば、これからの時間も耐えられる気がした。まだ成功するとは限らないが、もしロランの望みがかなえば、自分だってできそこないの聖女から脱却できる。

「ミュリエル」

　ふいに、なだめるようなキスが額に落ちてきた。ごく優しい感触なのに、心臓が低い大きく跳ね上がってしまう。

「あん！」

　なぜだか甘えるような声が出てしまい、ミュリエルは耳を疑った。

（何？　何なの、これ……）

　さらに優しく、けれども絶え間なくロランのキスが落ちてきて、ますますどうしていいかわからなくなった。

　目の上、眉間、頬、鼻先――くすぐったいのに、それだけではない感触が触れられた部分にわだかまる。昨日初めて口づけの心地よさを知ったが、今日はさらに不思議な疼きまで覚えてしまい、ミュリエルは混乱するばかりだった。

　他人に、それもよく知らない相手に身体を拓かれるのはとんでもなく怖い。ロランに憑いているおかしなものも同じくらい恐ろしい。

　それなのにどうして自分はこんなふうにうっとりして、息を弾ませているのだろう？

　やがてとうとう互いの唇が重なった時、ミュリエルはまるで待ち焦がれていたみたいに反応してしまった。

「ん、うっ！」

　続いて舌先で輪郭をなぞられ、つい身を竦めてしまう。

　すると低い笑い声が聞こえた。

「君は……かわいいな」

　思いがけないひとことに、ミュリエルは思わず目を開ける。

（あ――）

　瞬間、二人の視線がまともに絡んだ。

　引き込まれそうな水色の瞳は、彼がまとう闇とは究極の澄み切った空を思わせる。きっと本来の彼はそういう清廉な人なのだろう。

（必ず助けてあげないと）

　ミュリエルは目を閉じ、腕を伸ばして、ロランの両肩に投げかけた。

　どちらからともなく二人の唇が再び重なる。小さな水音を立てては離れ、また触れ合って、口づけは次第に深くなっていく。

　気がつけば、まるで本当の恋人同士のように、呼吸さえも忘れるほど互いに求め合っていた。

　熱を孕んだ唇は今、白い首筋を通り、鎖骨まで下りてきた。

「ミュリエル……ミュリエル」

　低い声で名前を呼びながら、ロランが夜着の上から左胸の膨らみを探り当てる。

「あっ！」

　そのまま柔らかく揉みしだかれ、背中が大きくしなった。乳房全体が、さらには小さな頂きまでもがジンジンと疼いている。

　なぜこんな反応をしてしまうのかわからないが、とてもじっとしていられなかった。

「感じているんだね」

「……感じる？　それ、どういう――」

　意味がわからず問いかけると、今度は反対側の膨らみを掬い上げられた。

「ほら」

　ロランは身を屈め、布地ごしに小さな尖りに口づけた。

「やっ！」

　瞬間、電流のような痺れがミュリエルの中を駆け抜けていった。その感覚を教え込もうとするかのように、ロランは唇で乳首を挟み、チュッと吸い上げる。

「や、やめっ…それ、いや！」

　すると今度は左側の尖りも摘ままれ、押し潰すようにクニクニと弄られた。強からず弱からず、絶妙な力加減に大きく腰が揺れてしまう。

「あっ！　あ、あ」

　嬲られているのは胸なのに、そこで生まれた火花が腰の奥へと流れていく。なぜだか両脚の間までもがツキツキ疼いて、ますますたまらなくなった。

「こうされるのが好きなんだね、ミュリエル？」

「そんな――ひっ！」

「君も、そろそろ濡れてきただろう？」

　ロランはわざと音をたてるようにして、可憐な肉粒を舐めしゃぶる。チュクチュクという音や、肌に張りつく布の感触が、ミュリエルをいっそう追いつめた。
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    （濡れる……って？）

    「もう少ししたら、僕を受け入れられるよ」

    　いったい自分はどうしてしまったのだろう？　

    　今まではただ身体の一部でしかなかった乳房がロランに弄ばれて、火のように熱くなっている。それどころかどうしようもなく気持ちよくて、全身が蕩けてしまいそうだった。

    　混乱したミュリエルは夜着を大きくはだけられたことも、ロランの指が下着を下ろしかけていることにも気づいていない。

    　気づいた時には生まれたままの姿にされていて、やはり裸になったロランの手が両膝にかかっていた。

    「脚を開いて、ミュリエル」

    「え、ええ――」

    　破瓜の覚悟はできていたはずなのに、どうしてもこの状況に気持ちが追いつかない。

    　恥ずかしさと恐ろしさに加え、ミュリエルは知ったばかりの強烈な快感にも苦しめられていた。結果、言われたとおりにしようと思いながら、かえって膝をきつく閉じてしまう。

    　だがロランは苛立つこともなく、そっと両手を握ってくれた。

    「怖いんだね、ミュリエル」

    「いいえ、私は本当に――」

    　思わず起き上ろうとすると、ロランが柔らかく制した。

    「僕は怖い。これまでいろいろあったし、今後もそうかもしれないから」

    　そしてひとつ息を吐くと、「だけど」と続けた。

    「いや、だけどではなく……だからこそ君が欲しい。必要なんだ」

    「……ロラン」

    　必要――決して愛を囁かれたわけではないのに、その言葉は真っ直ぐ心に届いた。

    　何が自分たちを結びつけているのかはわからない。それでも互いの間に抗いがたい何かを感じずにはいられない。

    　ミュリエルは目を閉じて自ら大きく脚を開いた。

    「ありがとう、ミュリエル」

    　和毛に吐息がかかり、ロランが顔を近づけたのがわかった。

    「君は……きれいだ……こんなところまで」

    　彼の視線が向けられているのは、いつもなら慎ましく隠されている部分だ。それなのに今は遮るものもないまま、いやらしく濡れそぼって蕩けている。

    （や、やだ！）

    　あまりのことにミュリエルは両手で顔を覆った。それで恥ずかしさが和らぐわけではなかったが――。

    「やぁうっ！」

    　細い肢体が大きく跳ねた。

    　どこよりも敏感で、最も繊細なその場所に、あたたかく濡れた感触が走った。

    　あろうことかロランはミュリエルの秘芯に唇を寄せたのだ。羽根で撫でるように遠慮がちに、しかし丹念に舌を這わされて、一気に愉悦の波にさらわれた。

    「嫌っ！　や、やあぁっ！　だめぇ！」

    　逃れようとしても、腰をつかまれて引き戻され、執拗な愛撫が続く。

    　薄い襞の一枚一枚をなぞられ、その縁を舌先でそっとくすぐられる。さらに唾液をまぶすように女陰を舐めしゃぶられて、全身の肌が粟立った。

    「ごめん、ミュリエル。だけど……少し拓くよ」

    　強過ぎる快感はむしろ苦痛にも似ていて、ミュリエルは陶然としながらすすり泣く。ロランの言葉の意味などもちろん理解できていなかった。

    「あん！」

    　次に長い指が触れたのは、自分でさえ意識したことのない場所だった。

    　グズグズに開ききって、透明な蜜にまみれた肉花の奥――二人が繋がるための秘口だ。

    「……まだ硬いな」

    　ロランは鴇色の蕾の周りをそっとなぞると、軽くつついた。

    「あっ、ああん！」

    　静かな部屋に、掠れた嬌声とグチュグチュという淫らな水音が絶え間なく響く。

    　可憐な蜜口はわずかな抵抗を見せたが、ほどなくゆっくりと指先を呑み込み始めた。

    　なおも口淫されながら、時間をかけて蜜路を押し広げられ、ミュリエルはもはや恐怖さえ忘れていた。生硬な身体はすでに限界を超えていたのだ。

    　ロランの雄茎が押し当てられた時には、ほとんど失神しかけていたが――。

    「ひあぁっ！」

    　ほてった媚肉に、熱塊がミリミリとめり込んできた。滴る淫蜜と丁寧な愛撫で解されていても、全身が軋んだ。

    　あまりの衝撃と苦痛に、意識がぼんやり霞んでいく。しかし――、

    （えっ？）

    　次に覚えたのは痛みとも圧迫感とも違う、そしてまた快感とも異なる、不思議なくらい鮮烈な感覚だった。

    （何？　これ……何なの？）

    　穏やかな悦びがただひたひたと全身を満たしていく。まるで自分がまばゆい光に包まれて、宙に浮いているような気さえした。

    「大丈夫か、ミュリエル？」

    　しかし魔法のような感覚は、声をかけられた瞬間に霧散した。

    「え、ええ……大丈夫」

    　ロランはどうなのだろう？　自分と同じように何か感じただろうか？　この行為で、彼は望みどおりに回復できるのだろうか？

    「動くよ」

    　ミュリエルを案じてくれているようで、律動は緩やかだった。

    　しかし拓かれたばかりの蜜路には、猛った男根は凶器にも等しかった。息をするのも苦しいくらいみっちりと埋め込まれ、襞をめくるように擦り上げられては、またズルリと引き抜かれる。

    「あうぅっ！」

    「ミュリエル、ミュリエル」

    　ロランが身を屈め、唇を重ねてきた。

    「んん――んっ！」

    　ミュリエルは救いを求めるように口づけに応えた。苦痛から逃れたい一心で自分から唇を開いて、舌先を絡める。

    　つながりながら口づけを交わしていると、ふいに肉洞にさざ波が走った。まだ頼りなくて、溺れるには弱々し過ぎるが、愉悦に似たものがじんわり広がっていく。

    　ロランに揺さぶられ、再び襲ってきた圧痛と違和感に翻弄されながら、ミュリエルは闇の中へ落ちていった。







第五章　葛藤











　ミュリエルがリシェット家に来てから、三日が過ぎた。

「あ、ミュリエル。ちょっと待って」

　ちょうど戸口に立った時、背後でエレーナの声がした。

「ほら、これを持っていって」

　これから散歩に出かけるミュリエルを案じてくれたのだろう。水色のショールを持ったエレーナが駆け寄ってきた。

「今日はお天気だけど、少し風が冷たそうだわ。風邪を引くといけないから使ってちょうだい」

「ありがとう、エレーナさん」

　ロランを救うためとはいえ唐突な訪問で、その理由も突拍子もないものだったにもかかわらず、リシェットもその妻のエレーナも快く滞在を許してくれていた。

「ロラン様はもう出られたの？」

「はい、デルセンを連れてくるとおっしゃって」

　おそらくロランから頼まれているのだろうが、特にエレーナは何かとミュリエルを気遣ってくれている。

「いつもすみません」

　ショールを受け取って頭を下げると、エレーナが笑顔でかぶりを振った。

「こちらこそよ、ミュリエル。いつもロラン様のお守りをさせてしまってごめんなさいね」

「お守りだなんて、とんでもないです」

　ミュリエルにとって、ここでの時間は思いがけず楽しいものとなっていた。

　昼間はロランと共に出かけることが多いが、手が空いている時にはエレーナを手伝い、お菓子を焼いたり、一緒に料理したりする。二人で他愛ないおしゃべりをしていると、母と過ごしていたころを思い出すのだった。

「私こそすっかりお世話になってしまって、本当にありがとうございます」

「まあ、ミュリエル。私はあなたがいてくれて、とてもうれしいのよ」

　エレーナは目じりにシワを寄せ、優しく微笑んだ。

「私たち、子どもがいないでしょ？　幸いロラン様の乳母をさせていただいていたから、とても充実していたけれど……本当は娘がいたらいいなって、ずっと思っていたのよ」

「……エレーナさん」

「それに……あなたと一緒にいる時のロラン様を見ていると、私までしあわせな気持ちになるの。あの方があんなに笑顔を見せるのは初めてだもの」

　言われてみれば、ロランは確かに微笑んでいることが多い気がした。とはいえ、彼を知らないミュリエルはもともとそういう人なのだと思っていたし、いまだに消えない靄のせいであいかわらず彼を直視できずにいる。

　だが、エレーナは視線を落とし、「お寂しい方なのよ」と呟いた。

「寂しい？」

「ええ、小さい時に母上様を亡くしておられるし、父上の公爵様はお立場もあって厳格な方だから、おつらいこともずいぶん多かったと思うの。隠れて泣いていらっしゃることもあったわ。それに成長されてからは急にお忙しくなって、今度だって倒れるくらい働かれて――」

　初めて知ったロランの過去は意外なもので、ミュリエルはすぐには返事ができなかった。

　母親のいない子ども時代はどんなに寂しかっただろう。多くの使用人にかしづかれていても、高位貴族の家であれば、何かとたいへんなことも多かったはずだ。

　容姿にも地位にも財力にも恵まれ、何不自由なく王都で華やかな楽しい生活を送ってきたとばかり思っていたのに――。

「本当にありがとう、ミュリエル」

「……エレーナさん」

「だってロラン様はずっと話すことができなかったのに、あなたが来てくれてから、それも回復したし……どんなお医者様にも無理だったのよ。本当に恋の力ってすごいわね」

「えっ？」

　ミュリエルは持っていたショールを取り落としそうになった。

「いえ、それは――」

「あのね、ミュリエル。主人も私も、ロラン様とあなたはとてもお似合いだと思っているの。もちろん身分やいろいろなことでこれからたいへんだと思うけど、心から応援しているわ」

　エレーナは扉を開け、呆然としているミュリエルの背中を優しく押した。

「さあ、行っていらっしゃい。気をつけてね」

「ええ、行って……きます」

　ロランとお似合い――あくまで善意の言葉だからこそ心が痛んだ。ミュリエルは思わず胸を押さえる。

（私たち、全然そうじゃないのに）

　確かにそんな誤解を受けてもしかたなかった。

　リシェットたちはそもそもの経緯を知らない。しかもミュリエルは「恋に落ちた」という理由でこの家を訪れたのだし、ずっとロランと夜を共にしている。

　しかしそれも呪いが解けるまでのことだった。

　自分たちが一緒にいるのも、たぶんあと数日だろう。ロランは順調に回復しつつあるから、やがては王都に戻るはずだ。

　もともと自分と彼とは住む世界が違うし、何の接点もない。それがもとに戻るだけのことだった。ところが今、ミュリエルの胸には何とも言いようのない感情がわだかまっている。どこか心細く、寂しさにも似ていて――。

（嘘？　でも、どうして？）

　ミュリエルの足が止まった。

　一緒にいたのはほんの数日なのに、まるでずっと前からロランと一緒にいたような気がした。

　もちろん錯覚だとわかっている。彼との濃密な夜も、リシェットやエレーナと共に食卓を囲み、なごやかに過ごした時間も、すべて目的を果たすために必要だったから。

（だって……私は役目があるんだもの）

　ミュリエルはまともな聖女になるためにきっかけが欲しかったし、ロランにもまた目当てがあった。それぞれの利害が一致して始めたことなのだ。

　だから彼やエレーナたちとのひとときがどんなに楽しいとしても、あくまで一時的なものに過ぎない。

（そうよ。誤解してはいけないわ）

　今やロランは自分に触れていなくても、普通に話ができる。あとは森での記憶さえ取り戻せば、二人の関係もたちまち終わるだろう。共に母を亡くしていて孤独や喪失感を共有できるとしても、そしてどれほど濃密な夜を過ごしていても関係ない。

　一方で、ミュリエルの状態はあいかわらずだった。ロランに抱かれることで彼の異常を改善することはできても、特別な変化は見られない。

　ただ、最近は周囲の様子がいっそうざわついて感じられた。実際にそうなのか、それとも今度のことで感覚が鋭くなったのかは判断できないけれど。

（これじゃ全然だめよね。でも、どうすれば……？）

　ミュリエルは答えを探すように、空を見上げた。

　心が浮き立つような澄んだ青色――しかしなぜだがそこに不穏な濁りが混ざり込んでいるように感じてしまい、慌てて視線を落とす。すると今度は生い茂った草の上を走るいくつもの小さな黒い影が見えた。

　ロランやエレーナ、それにシルヴィ王女や他の人たちには認識できない存在だ。

「あっ！」

　ミュリエルが思わず両手で顔を覆った時、ロランの声がした。

「どうした、ミュリエル？」

　顔を上げると、デルセンを連れてくると言っていたのに、ひとりで歩いてくるロランが見えた。

「大丈夫か？」

「ええ、平気です。あの、デルセンは？」

　するとロランは肩を竦めて、「今日は休ませる」と答えた。

「蹄鉄が壊れたので、打ち直すそうだ。ここしばらくずいぶん乗り回して、デルセンも疲れているだろうからな」

「……そうですか」

　デルセンの優しい黒い瞳を思い出し、ミュリエルはため息をついた。

　リーラもそうだが、動物は妙なものに取り巻かれていることは少ない。人間のようによけいな思惑がないからなのかもしれないが、その率直さが好ましかったのだが――。

「君もあまり平気そうには見えないな」

　ため息が聞こえたのか、ロランが声をかけてきた。

「本当に大丈夫か？　少し顔色が冴えないようだが」

「いえ、私は、別に……」

「もしよかったら、二人で少し散歩をしないか？　たまには君にも気晴らしが必要だ」

「えっ？」

　思いがけない提案に、ミュリエルの足が止まる。

「でも、まだ記憶を取り戻せていないのに」

　二人が毎日森へ向かうのは、ロランが少しでも何かを思い出せないか、きっかけを探すためだ。それなのにロランは自分のために、それを中断すると言い出したのだ。

「一日くらいかまわないさ。君には、その……デルセン以上に世話になっている。だから元気でいてほしいんだ」

　ロランは照れくさそうな笑みを浮かべ、頭をかいた。

「どこか案内できればいいのだが……僕はマンシャーレに来て半年になるのに、毎日リシェットの家と森を往復するだけで、他にはどこも知らないんだ。君が行きたいところがあれば、一緒にどうかな？」

　ミュリエルは、今度は完全に固まってしまった。

　ロランが自分を心配してくれるとは思ってもいなかったし、ましてこんなふうに気遣ってくれるとは思いもしなかったのだ。デルセンにも思いやりを見せていたし、正体のわからないものを背負っていても、本来の彼は優しい人なのだろう。

　とはいえ、ミュリエルも状況は彼とたいして変わらない。何年もここに住んでいるが、ほとんど外出しないため、行きたい場所など思いつかなかった。

　たまに出かける場所といえばと離宮の厩舎と森、あとは週に一度市場に買いものに行くくらいだが――。

「あ」

「どこか思いついたか？」

「はい、村の市場に行きたいです」

「市場？」

「ええ、ここからだと歩いて三十分くらいかかりますが、エレーナさんにお花を買いたくて」

　今日は月末の市がある日で、近くの村からも多くの者が集まって店を開く。ふだんなら置いていない珍しい品も手に入るかもしれなかった。

　リシェットの家には小さな花壇があって、エレーナはいつもそこから花を摘んで飾っている。市場で花束を作ってもらったら、きっと喜ぶだろうと思ったのだ。

「花か。よしわかった。では――」

　ロランは咳払いすると、少し頬を染めながらおもむろに腕を差し出した。

「あの……」

「僕につかまって、ミュリエル」

　ミュリエルが戸惑っていると、今度は「さあ」と促された。

「君が転んでけがしたりしたら、エレーナに叱られてしまう。王都と違って、田舎の道はけっこう歩きにくいからね」

　確かに舗装されてはいないとはいえ、この辺りの道ならミュリエルの方がよほど慣れている。それでもロランは貴婦人に対するように気遣ってくれていた。

　自由に会話できるようになって、少しずつ本来の彼が現れてきたのかもしれない。

「ありがとうございます」

　ミュリエルは素直に頷いて、ロランの腕にそっと手をかけた。







　その日、市場には驚くほど人が集まっていた。

「さあさ、おいしい果物だよ」

「新鮮な卵はどうだい？　安くしておくよ」

　たくさんの屋台が並び、ほうぼうから売り子の陽気な声が聞こえる。買いもの客たちは色とりどりの野菜や果物を眺めたり、手に取ったりしながら、熱心に品定めをしていた。

「ほら、僕につかまっていてよかっただろう？　こんなに人がいては迷子になってしまう」

「もう！　私、子どもじゃないんですよ」

「いや、迷子になるのは君じゃない。僕の方さ」

「まあ、ロランったら」

　二人は同時に声を上げて笑った。まるで旧知の友人か、あるいは恋人同士がいつもそうしているみたいに。

　瞬間、ミュリエルの胸が鋭く痛んだ。

（えっ？）

　ロランと腕を組んで、冗談交じりのおしゃべりをしながら、のんびり買いものを楽しむなんて、出会った時には考えられなかった。だいたい彼には今なお魔物かもしれない何かがとり憑いていて、まともに顔を見ることさえできないのだ。

　それでもそばにいるのは助け合わざるを得ないからで、本当は少しも近づきたくないし、もともと自分とは縁のない相手――ちゃんとわかっているはずなのに、ミュリエルの胸はしつこく疼き続ける。

　なぜだか周囲の喧騒さえ聞こえなくなった。

（でも、どうして？）

　思い当たった理由はひとつだけ。ほどなくロランがいなくなってしまうからだった。

　エレーナと親しくなった今、もちろんリシェット家を去るのも寂しい。しかし――、

「ミュリエル、あの花屋はよさそうじゃないか？」

　ふいにロランに呼びかけられ、ミュリエルはわれに返った。

「え？　あ、は、はい。そうですね」

「どうした？　本当に大丈夫か？」

「ええ、もちろん。人が多くて、ちょっと疲れただけです」

　するとロランは素早く辺りを見回し、「おいで」とミュリエルの腕を引いた。

「でも、エレーナさんのお花を買わないと」

「それは後でいいから。こっちへ」

　今度は手をつながれて、やや強引に引っ張られていく。戸惑いながらもついていくと、ロランはとある屋台の前で足を止めた。

「ここは――」

「せっかく来たんだ。少し休んでいかないか」

　そこでは飲みものを売っているようで、おしゃべりしながら並ぶ男女の列ができていた。

「ほら、たいそうな人気だ。僕たちも何か頼もう」

「ええ」

　初老の農婦が大きな鍋からついでいるのは、温めた赤ワインに輪切りにしたレモンやオレンジを浮かべたものだった。シナモンやクローブが入っているのか、辺りにはスパイスのいい香りが漂っている。

　やがて二人に順番が回ってくると、農婦は「おやまあ」と目を見張った。

「こりゃまたお似合いだねえ。この辺りでこんないい男はめったに見かけないし、こちらのお嬢ちゃんもたいした別嬪さんだ。あんたたちは新婚さんかい？　だったら、今日は特別におまけしとくよ。お代はけっこう」

「いえ、私たちはそんなんじゃ――」

　ミュリエルがかぶりを振ると、後ろに並んでいた男が「もらっときなよ」と声を上げた。

「まだ結婚してなくとも、どうせそのうちするんだろ？　だったら、今おまけしてもらったところでかまやしないさ」

「そうだよ。遠慮なくもらっときなって」

　周囲にはやしたられても、ロランは否定もせずに微笑んでいる。

「さあどうぞ、お二人さん」

　農婦はまずミュリエルに白い陶器のカップを差し出した。

「どうもありがとうございます。でも、お代はお支払いします」

「いいや、ほんとにいいんだよ。もし礼がしたいんなら、かわいい赤ん坊が生まれた時にでも顔を見せに来ておくれ。あんたたちの子なら、さぞかしかわいいだろうからね。ああ、そんなことよりあっちにちょうどいい木陰があるんだ。二人で休んでいくといいよ」

「そうしよう、ミュリエル。どうもありがとう、奥さん」

「どういたしまして。まあ、ゆっくりしておいで。恋人同士がこのワインを飲んでからキスすると、必ずしあわせになるからね」

　農婦が屈託なく笑ったので、ミュリエルもなんとか口角を上げてみせた。恋人同士と誤解されたところで、ロランのように受け流せばいいだけなのに、なぜかそれができないのだ。

　今も彼は涼しい顔で、腰を下ろせる場所を探していた。

　するとちょうどひと組の親子がベンチから立ち上がり、場所を譲ってくれた。

「どうもありがとう。おいで、ミュリエル」

　ミュリエルが腰を下ろすと、ロランも隣に座り、乾杯するようにカップを掲げてみせた。

「気づかなくて悪かった。この数日はいろいろあったから、デルセンだけでなく君だって疲れているはずなのに」

「いえ、私……私は……」

　本当は「大丈夫だ」と答えるつもりだったのに、ミュリエルはそのまま口をつぐんでしまった。

（そうなのかも……私、疲れているのかも）

　考えてみれば、ロランと出会ってからは息つく間もないほど状況が変わっていった。

　ミュリエルは見ず知らずの、それも魔物にとり憑かれているかもしれない相手に、純潔を捧げてしまった。彼を救うためだったとはいえ、気持ちも身体もそれに追いついていないのに、そう意識できないほど追い込まれていたのだ。

　しかし一度気づいてしまうと、疲労感は途方もなくて、ミュリエルはワインを見つめたまま動けなくなった。手にしたカップもいやに重く感じられる。

「ミュリエル？」

　ロランに声をかけられても、返事もできなかった。答えを返そうとしても、声がうまく出てこない。

　ふいにロランがミュリエルの顎先をそっと掬った。カップの赤ワインを口に含み、柔らかく唇を重ねてきた。

「……ん、ぅ」

　甘く、香り豊かな液体がゆっくり口内を満たしていく。ロランが口移しで、ワインを飲ませてくれたのだった。

　優しい芳香が全身に広がっていくようで、ぼんやりしていたミュリエルはようやくわれに返ることができた。

「ありがとう……ございます」

「いや、無理をさせて悪かった」

「無理？」

　ロランの頬が赤くなっているような気がしたが、ミュリエルは慌てて視線をそらす。こんな時まで彼の背後には何かがわだかまっていたのだ。

「聞いてくれ、ミュリエル。今さらだけど、僕は君のことを何も知らない。どこに住んでいて、何をしているのか、家族はいるのか……だいたいこんなに何日も家を空けて、君を心配する人はいないのかい？」

　今までのロランはうまく話ができなかったし、そのせいで追いつめられて、本当に余裕がなかったのだろう。それでも何度か「君は何者なんだ」と訊かれたが、こうして改めて問いかけられ、ミュリエルは言葉につまってしまう。

（言えないわ、本当のことなんて）

　できそこないではあるが、自分はレスカルを守る聖女で、ロランを助けることで一人前になろうとした――などと打ち明けられても信じてもらえるはずがないし、今なお彼は完全に呪いから逃れていない。

　第一、聖女の存在も公にはできないのだ。

（私さえ、もっとちゃんとしていれば……）

　ミュリエルが祖母や母のように優秀な聖女なら、かけられた呪いをたちどころに解いて、こんなふうに込み入ったことにはならなかっただろう。

しかし現実は厳しかった。ロランはふつうに会話できるようになったとはいえ、失った記憶を思い出せないし、ミュリエルも何もできないままだ。

　それが悔しくて俯くと、ワインのカップごと両手をそっと握られた。

「話したくないなら、何も言わなくていい。君にも事情があるかもしれないし、責めているわけじゃないんだ。ただ――」

　ロランは何か思いあぐねているようで、ミュリエルの手を撫でながらためらっている。やがて深いため息が聞こえた。

「僕は明日、王都へ戻ろうと思う」

「えっ？」

　ミュリエルは思わず伏せていた顔を上げた。

（だめよ！　彼を見てはいけないわ！）

　今度はまともに目が合いそうになったが、なんとか視線をそらすことができたが――。

（ロランが、王都へ……帰ってしまう）

　ふいに胸がかすかに痛んだ。理由はわからないものの、どういうわけかミュリエルはひどく心もとなく感じたのだ。

「君には、本当に感謝している。いくら礼を言っても足りないくらいだ。こうして不自由なく話ができるようになったのは君のおかげだよ。だが肝心の記憶が戻らない以上、王都に戻って今後のことを父と相談しようと思う」

　ロランの話はもっともだった。それなのに彼が言葉を重ねるにつれて、ミュリエルの心は重くなるばかりだ。

（私は用済みってことね）

　もちろん予想されていたことだった。

　どういう作用なのかわからないが、ロランはミュリエルを抱いて、苦境を脱することができた。結果、本来の場所に戻りたがるのは当然だろう。マンシャーレを去るにあたって、礼儀上いくらかの謝礼をするつもりなのだ。

　一方のミュリエルには期待していたような変化は起きていないが、それはロランには関係ないことだった。とにかくこうなったからには、自分も早く家へ帰った方がいい。

「それで君のことだが――」

「お話はわかりました。どうぞお気をつけて王都にお帰りください」

　声がわずかに震えて、ミュリエルは目をしばたたいた。これではまるでロランとの別れに動揺しているみたいだ。

　そんなはず、ないのに。

　身体を重ねていても、彼と自分は特別な関係ではないのに――。

「いや、しかしミュリエル」

「私のことはどうぞご心配なく。明日、家に帰りますから」

　急に目の奥が熱くなった。今にも涙が零れそうで、ミュリエルは慌てて立ち上がる。その拍子に手からカップが滑り落ちたが、それに気づく余裕さえなかった。

（……何なの？　私、どうしたの？）

　さらなる慇懃いんぎんな感謝、具体的な謝礼の金額――これ以上。ロランが言い出すはずのことを聞きたくない。とにかくいたたまれなくて、この場から逃げ出したかった。

「ミュリエル！」

　ところがロランがそれを許さなかった。素早く右手をつかまれて、逃げ去るどころか、むしろ引き寄せられてしまったのだ。

「離してください、ロラン。私も帰る用意をしなくては」

「いや、帰らないでくれ。ミュリエル、君にも来てほしいんだ」

「えっ？」

「僕と一緒に王都に来てくれないか」

　あまりに思いがけない誘いだった。しかしロランはさらに意外なことを言い出した。

「君を父に紹介したい」

「……私を？」

　目的を果たしたロランとは、もう会うこともないだろうと思っていた。それなのに王都に一緒に来るよう請われ、父親を紹介したいとも言われた。

　ふいに胸が高鳴り始め、ミュリエルは自身の反応にうろたえてしまった。

　すぐには反応できなかったものの、気持ちは疑いようもなく弾んでいる。彼の言葉がうれしかったのだ。

　しかし、だからこそ思い知らされたことがあった。

（私……ロランが……怖いんだわ）

　どうして気づかなかったのだろう？　

　ミュリエルは彼がまとう不気味な影が怖くて、あいかわらずまともに姿を見られずにいる。しかし今は、それ以上にその優しさに甘えることが恐ろしかった。

「とにかく君がどこの誰であろうと、僕の大切な恩人であることに変わりはない。きっと父も君に会いたがるはずだよ」

　大切な恩人――そう言ってもらえれば十分で、素直に喜ぶべきだろう。もともと自分たちは恋人同士ではないのだ。

　それなのになぜか彼に向ける笑顔が強ばってしまう。

　いつの間にかロランは心の大部分を占める存在になっていた。いずれは去ってしまう人なのに。

「ミュリエル、一緒に来てくれるね？」

「……ええ」

　ロランは目元をなごませ、ミュリエルと軽く唇を合わせた。

　ワインのなごりを感じる甘いキス――だが、ミュリエルはかすかな苦みを感じずにいられなかった。
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　ミュリエルが王都に来たのは、ロランがマンシャーレを後にした三日後のことだ。

　いろいろ用意があるからと彼との同行は断り、必ずシャイエ公爵家を訪ねると約束したものの、それを果たすつもりはなかった。

　そう、王都に来たのは、あくまでシルヴィの誘いに応えるため――と、ミュリエルは自分に言い聞かせていた。

　元どおりに会話ができるようになったのだから、ロランに対する役目は果たしたと言っていい。これ以上関わって、気持ちを乱したくなかったのだ。

（私、絶対におかしいもの）

　彼からの誘いに喜んだり、「恩人」という言葉に失望したり、キスで胸をときめかせたり、抱き締められてうっとりしたり――。

「ああ、ほんとにもうっ！」

　しかし気がつけば、ついロランのことを考えてしまう。

　ミュリエルが顔をしかめて、かぶりを振った時、ちょうど扉が開いて、シルヴィ王女が駆け込んできた。

「ごきげんよう、ミュリエル！」

「シルヴィ」

「ようやく来てくれたわね。待っていたわよ。あいにく父上は閣議に出ておられるけど、母上が首を長くしてお待ちなのよ」

　レスカルの王宮には代々の聖女のために広い居室が用意されていて、いつでも滞在できるようになっている。そこで王族の相談にのったり、国家の繁栄を祈ったり、必要があれば祓いの儀式を執り行ったりするためだ。

　おそらく待ちかねていたのだろう。その豪華な部屋にミュリエルが足を踏み入れて間もなく、シルヴィ王女がやってきたのだ。

　彼女は今日も金色の蝶に囲まれていたが、その華やかで幸福そうな姿を見ていると、ミュリエルも自然に笑顔になっていた。

「さあ、謁見の間に行きましょう」

「でも、両陛下にお目にかかるなら着替えないと」

「そのままで大丈夫よ。ああ、だけどあのペンダントをつけてくれたら、きっと母上が喜ばれると思うわ」

　シルヴィにすすめられ、ミュリエルは急いで王妃からの贈りものを身に着けた。瞳と同じ色のエメラルドのペンダントだ。

「ほら、やっぱりとてもよく似合うわ」

　それを見たシルヴィは満足そうに微笑んだが、数分後には、その母である王妃も同じ言葉を口にした。

「ごきげんよう、ミュリエル。まあ、そのペンダントをつけてきてくれたのね。あなたにとてもよく似合っていてよ」

「どうもありがとうございます、王妃様」

　謁見の間――天井が高く、ふんだんに金の彩色が施されたこの部屋に入ると、いつも緊張してしまう。

　ミュリエルが深く膝を折って挨拶すると、王妃は真紅のビロード張りの椅子から立ち上がり、笑顔で近づいてきた。その後ろから、彼女を守護するかのように金色のみごとな孔雀がゆっくりついてくる。

　母によると、嫁いできたばかりのころ、王妃の背後には弱々しい白い幼鳥が見えていたそうだ。今そばにいる金の孔雀は、彼女が時を経て自信と権威を身に着けた証なのだろう。

　シルヴィの蝶やシモンのミツバチのように誰もが不思議な生きものに取り巻かれているわけではないし、植物が見えることもあれば、ぼんやりした頼りない姿の時もある。

　けれども王妃の孔雀は光を放つかのように神々しく、触れられそうなほど現実味を帯びていた。それだけ彼女が活力に満ちているということだ。

「本当に久しぶりね、ミュリエル」

「はい、王妃様。またお目にかかれて光栄です」

「ますますきれいになったのではなくて。さあ、あなたを抱かせてちょうだい」

　いつものことだが、王妃に柔らかく抱き締められると不思議な安心感を覚えた。

　髪や瞳の色は娘と同じで、顔立ちもよく似ているが、気品溢れる美貌はそばに控えるシルヴィ王女に勝るとも劣らない。

　そしてただ美しいだけでなく、王妃は誰のことも分け隔てなく優しく気遣う人だった。

　というのも、ずっと国境争いを繰り返していた隣国から、人質同然に差し出された花嫁だったからで、立場が弱いために若いころはずいぶん苦労したそうだ。その後、王妃の母国はレスカルの属国となった。

　しかし、だからこそ他人の痛みを理解できるのだろう。今では慈悲深い国母として慕われ、尊敬を集めている。

　ミュリエルは亡くなった母が聖女として接する機会も多かったので、いっそう親しみを覚えていた。

「王妃様、こんなすてきな贈りものをくださいまして、どうもありがとうございます。シルヴィ王女様のご婚礼用のドレスも手配してくださったそうで、お礼の言葉もございません」

「ペンダントを気に入ってくれたのなら、わたくしもうれしいわ。これは特別な石なの。お守りになるし、かわいらしいあなたがますますすてきに見えてよ。それからシルヴィがいろいろ計画をたてているようだから、どうぞ楽しんでいってちょうだいね」

「どうもありがとうございます、王妃様」

　シルヴィがうれしそうに頷き、「そのとおりよ」とミュリエルの腕を取った。

「行きましょう、ミュリエル。ちょうどこれからささやかなお茶会があるのよ」

「ええ、楽しみだわ」

　お茶会や音楽会、乗馬にピクニックに舞踏会――ミュリエルのための予定が目白押しだという。

　それに新しいドレスの採寸や仮縫いもあって、しばらく忙しい日が続きそうだ。

　当然、ロランに会う暇はない。それどころか彼を思う暇さえなくなるだろう。

（もう会いたくないもの）

　訪問の約束をしたから、しばらくはロランも待っていてくれるかもしれない。けれどもすぐにそれどころではなくなって、自分とのことなど華やかな日常に紛れてしまうはずだ。

　やがては彼にふさわしい花嫁が娶られるだろう。

（これで……いいのよ）

　そう思うと、なぜだか胸が引きつれるように痛んだ。

　それでもミュリエルは王妃に挨拶して、シルヴィと一緒に謁見の間を後にした。









第六章　再会











　ロランが王都に戻ってから、あっという間に五日が過ぎた。

　正直、時間がいくらあっても足りなかった。半年も口をきくことができずに引きこもっていたせいで、しなければならないことが山積していたのだ。

　まず父にミュリエルとの出会いと、その後の経緯を説明し、公爵家のかかりつけである医師の診察も受けた。

　結果、特に問題はないと判断されたので、国王夫妻に謁見を願い出て、王宮での仕事に戻った。以来、たまった書類の処理に追われる日々が続いている。

　ロランは異国との外交活動に携わる外務部門の文官で、レスカルが大国であるがゆえに近隣国との交渉が絶えず、職務に没頭せざるを得なかったのだ。

　そうなると現金なもので、すっかり途絶えていた芝居見物や夜会の誘いも降るように届き始めたが、もちろんそんな場所に行く暇はない。同じ屋敷に住む父とさえあまり顔を合わせられずにいた。

　しかしどれほど多忙であっても、ロランの心の中には常にミュリエルの存在があった。

　ところが来訪を約束したにもかかわらず、彼女はまだ姿を見せていなかったのだ。

（ミュリエル、なぜ会いに来てくれない？）

　もともと同行は断られているから何か事情があるのだろうし、王都へ来るための準備に時間がかかっているのかもしれない。あるいは、ちょうど旅の途中ということも考えられる。

　しかしさらに二日が過ぎて、いよいよ不安が募ってきた。

　ロランはミュリエルの家も、その身分も年齢も知らない。その不可解な訪問がきっかけとなって肌を合わせ、絶望的な状況から救ってもらったというのに、彼女のことは何ひとつわからないのだ。

　何度か訊ねたことはあるものの、いつも答えてくれなかったので、さらに問いつめることはしなかった。おそらく理由があって話さないのだろうと思ったからだが、今はそれが悔やまれてならない。

　その午後も、ロランはミュリエルのことを考えながら、王宮の廊下を歩いていた。

（もし、二度と彼女に会えなかったら――）

　無意識に眉間にシワが寄り、肩に力が入ってしまう。

　振り返ってみれば、初めて森で見かけた後はいくら探してもミュリエルを見つけることはできなかった。彼女自身がリシェット家を訪ねてくれたから、ようやく再会できたのだ。

　――お、おそばにいたいのです。どうかお願いいたします。私……ロラン様に恋してしまいましたから。

　訪問の口実はあまりに唐突で。稚拙だった。おそらく嘘なのだろうとすぐにわかったが、それでも受け入れたのは、その必死さが伝わってきたからだ。

　そうせざるを得ない理由があって、ミュリエルは自分に縋っている――ずっとそう思っていたが、本当は逆だ。ロランこそが彼女に縋り、救ってもらったのだった。

「ミュリエル」

　その名前を口にした途端、雷に打たれたような気がした。

（僕は――）

　ミュリエルを王都の屋敷に招き、父に紹介すると約束したのは、言葉にできないほど感謝していて、彼女が純潔を捧げてくれたことに報いたいと思ったからだ。けれど今、ロランの心を支配している感情は恩義や謝意だけではなかった。

　気がつけば、ロランはミュリエルの唇の柔らかさや、白い肌のぬくもりを反芻してばかりいる。もう会えないかもしれないと思うと、全身の血液が逆流してしまいそうになった。

（僕は、ミュリエルを――）

　ロランは思わず両方の拳を握り締めた。

　マンシャーレで静養することにしたのは、半年前にそこで失った記憶を取り戻すためでもあった。しかしそれはかなわず、今後の方針を決めようと王都に戻ってきたのだ。

　会話に不自由しなくなった今、何より大切なのは記憶の回復に他ならない。依然として何も思い出せないものの、それが重要であることだけは確かで、ロランの立場からすると外交に関するものかもしれなかった。

　いずれにしろ、このまま放置するわけにはいかない。まるで未知の危険が迫っていて、本能に警告されているような気さえするのだ。

　しかしすぐに再会できると思っていたから迷いなく王都に戻ったのに、この数日はミュリエルと離れていることがひどく心もとなく感じられた。

　今、ミュリエルはどこにいるのだろう？　元気で、変わりなく暮らしているだろうか？

　足元の地面が頼りなく崩れてしまいそうな不安感や、じっとしていられないような焦燥感――今その胸を焦がしているのは、これまで知らなかった恋慕の情だった。

（明日、またマンシャーレに行こう）

　仕事もなんとか区切りがついたし、ちょうど父も旧友を訪ねて昨日から留守にしているので、出かけるには好都合だ。

　リシェットやエレーナの力も借りて、どんなことをしてでもミュリエルを探し出す――ロランがそう心を決めた時、廊下の角を曲がってきた青年が足を止めた。

「これは驚いた。ロランじゃないか」

　笑顔で声をかけてきたのは、古くからの友人であるクロードだった。

「久しぶりだなあ、ロラン。すっかり元どおりになったと聞いていたが、元気そうで何よりだ」

「ありがとう、クロード」

「色男ぶりもあいかわらずだ。また社交界のご令嬢たちが騒がしくなるぞ」

　クロードは同い年で、伯爵家の子息だ。長身で華やかな容姿をしているが、見かけによらず気さくで親しみやすかった。

「で、今からどこへ行くんだ？」

「執務室だ。片づけておきたい仕事がある」

「まったくロランはいつもそれだ。そんなふうに仕事の虫だから、おかしな病気になるんだぞ」

　確かにそのとおりだし、相手がクロードだと苦笑するしかない。

　よく軽口も叩くが、意外に思いやりがあって、話ができずにいた間にも彼だけは何度も屋敷を訪ねてくれていた。

「そうだな。ところで君はどこへ行く？」

　いかにも軟派の優男風なのに、クロードは軍人で、いつもは営舎にいることが多い。王宮の中で見かけることは珍しかった。

「シルヴィ王女が中庭で茶会を開いていると聞いてね。誰でも顔を出していいらしいぞ。一緒にどうだ？」

「いや、遠慮しておく」

「そう言うなよ。実は数日前から王女の客人がマンシャーレから来ているんだが、たいした美人だと評判になっているんだ。黒髪で緑の瞳をした、妖精みたいな雰囲気の娘らしい」

「……マンシャーレ？」

「ああ、そうだよ。君も顔くらい――」

　気づいた時には、ロランはクロードをその場に残して走り出していた。

（まさか）

　はにかむようなかわいらしい笑顔。明るく澄んだ声。そしてどんなに乱れても、不思議な透明感を失わない姿。

　黒髪で緑の瞳をした、妖精みたいな雰囲気の娘――それこそミュリエルの容姿にぴったり当てはまる。その上、あのマンシャーレからの客人だという。

　しかしどうして彼女が王女に招待され、王宮に滞在しているのだろう？　それに王都にいるのなら、なぜ自分を訪ねてきてくれないのだろう？

　答えが見つからないまま走り続け、ほどなくロランは目的の場所にたどり着いた。

　走りのバラが咲き、色とりどりの花が風に揺れている中庭には、それらに負けないくらい華やかに装った娘たちが集まっていた。数人の青年貴族が彼女らを取り巻いて談笑している。みな繊細なティーカップを手にして、香り豊かなお茶を楽しんでいる様子だ。

　ふだんなら、決して近づかないような場所だった。そのためロランの姿に気づいた娘たちが驚きの声を上げた。

「まあ、ロラン様！」

「ごきげんよう。お加減はいかがですの、ロラン様？」

　しかしロランの耳には、誰の声も届かなかった、

「……ミュリエル」

　ちょうど人の輪の中央にシルヴィ王女がいて、その隣にほっそりした黒髪の娘が俯き加減で座っていたのだ。

　美しいエメラルドのペンダントをつけ、控えめだが上質なドレスをまとった姿は貴族の令嬢たちにも引けを取らない。それでも確かにミュリエルであることに間違いはなかった。

「ミュリエル！」

　娘が顔を上げ、緑の瞳が驚いたように瞬く。

　ロランはミュリエルが答えを返す前に、彼女のもとへ駆け寄っていた。
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    　いったいどうやって屋敷に戻ってきたのか、ロランはよく覚えていない。

    　もちろん王女には挨拶したはずだが、あの場から何と言ってミュリエルを連れ出したのかも、彼女を見て驚く使用人たちにどう説明したかも思い出せない。

    　気づいた時には自室でミュリエルを抱き締めていて、頭の中は彼女のことでいっぱいだった。

    「聞いてくれ、ミュリエル」

    　華奢な身体は腕の輪の中で震えている。きっと怯えているのだろう。

    「どうか怖がらないでほしい。僕は君に会いたくて……それで」

    　ロランは先が続けられず、唇を噛む。半年前に話ができなくなった時とは違い、思いが溢れ出て、言葉にならなかったのだ。

    「とにかく……会いたかった」

    　ミュリエルはロランの前ではいつも怯えていて、ろくに視線を合わせようとしない。それでも今は「私も」と答えてくれた。

    「ロラン、私も……お会いしたかったです」

    　その答えを聞いて、ロランの箍が外れた。

    　どうしてミュリエルが会いに来てくれなかったのか、なぜ王宮に滞在しているのか、シルヴィ王女やあの場にいた貴族たちが自分をどう思うか、そして彼女はいったい何者なのか――そんなことはもうどうでもよかった。

    　腕の中のぬくもりがただただ愛おしくて、自分がどれほど彼女に恋い焦がれていたか思い知ったのだ。

    「ミュリエル、ミュリエル」

    　ロランは熱に浮かされたみたいにぼうっとしながら、ミュリエルを抱き上げた。寝台へと運び、そっと横たえる。

    「ロラン」

    　淡い色の唇にそっと触れると、ミュリエルは震えながらも口づけに応えてくれた。彼女もまた自分を求めてくれている。

    　マンシャーレでの濃密な日々が一気に蘇り、ロランの身体に火がついた。

    　ドレスを脱がせるのももどかしく、胸元を大きくはだけて口づけた。白い肌にキスの痕を残しながら、長い裾をまくり上げ、ペティコートをかき分けて、下肢の間を探り始める。

    「あっ、あぁん！」

    　ミュリエルが嬌声とも苦悶とも取れるような小さな悲鳴を上げた。

    　ロランは一度上体を起こし、深く息を吐く。

    　まるで自分が飢えた獣になったような気がした。

    　仰臥ぎょうがしたミュリエルは半裸の姿で、息を弾ませている。乳首はまだドレスで隠されているが、青筋が浮いた胸のふくらみが大きく上下していて、ひどく官能的に見えた。

    「……ミュリエル」

    　急いてはいけないと思いながらも、まったく抑制がきかない。とにかくミュリエルが欲しくて、その両脚を割り広げ、狭間に顔を寄せた。

    「ひゃうっ！」

    　反射的にずり上がろうとする腰を押さえつけ、求めている部分に唇を押し当てる。そこはまだ布に覆われているが、すでにしっとりと潤っていた。

    「感じているんだね、ミュリエル？」

    　ミュリエルは両手で顔を覆い、激しくかぶりを振っている。しかし布の上から秘裂に舌を這わせると、背を反らして大きく腰をくねらせた。

    　ロランは再び大きく息を吐き、自らをなだめようとした。

    　ミュリエルに苦痛を与えたくはないし、生硬な身体はちゃんと解してやらなければ傷ついてしまう。暴発しそうなほどの欲望を覚えてはいたが、それ以上に今は彼女と悦びを分かち合いたかった。

    「気持ちいい？」

    　ロランはわざとピチャピチャ水音をたてて、重なった花弁を舐めしゃぶる。

    「あ、ひっ！」

    　軽く歯をたててやると、布に隔てられているのがもどかしいのか、ミュリエルはねだるように秘部を押しつけてきた。

    「いい子だ」

    　ロランは枕をつかむと、細い腰の下に入れ込んだ。それからミュリエルの右手を取り、指先に口づける。

    「僕が欲しい？」

    　答えられないような質問をあえてしたのはさらに追い上げるためだが、ミュリエルはたちまちかわいそうなほど真っ赤になった。

    「手を貸してくれ、ミュリエル」

    「えっ？」

    　ロランは下着を剥ぎ取って、華奢な右手をそっと引っ張った。

    「ここ……もっと広げてほしい」

    　ロランが導いたのは、淫露で潤んだ可憐な蜜口だ。そこは物欲しげにヒクついているものの、男根を受け入れる準備はまだ不十分だったのだ。

    「やっ、そんな！」

    　引こうとする手を押さえ、「手伝うから」と囁いてやる。

    「て、つだう？」

    「そうだよ。ほら、一緒に」

    「一緒って……あうっ！」

    　ツプンッと音をたてて、ロランの指が肉の狭間に潜り込んだ。

    「ひぁっ！」

    「君の指も入れてごらん、ミュリエル。上手にできたら、こっちをもっとたくさんかわいがってあげるから」

    　淫らな囁きに刺激されたのか、細い指がおずおずと動き始める。やがてロランの指に添えるようにして、狭い入り口にたどり着いた。

    「そうだ。ここだよ」

    　ためらうミュリエルを促すために、ロランは口淫を再開した。震える女陰を伸ばした舌でかき分け、ひっそりと隠れていた肉珠をそっとつつく。

    「やっ！　ああっ！」

    　快感が強過ぎたのか細い腰が跳ね上がったが、ロランはかまわず肉花を嬲りながら蜜口を広げていく。ついにはミュリエルも、そこに自身の指を差し入れた。

    「そうだ、ミュリエル」

    　ロランは自分の指を引き抜くと、ミュリエルのものに絡めて、ヒクつく入り口に押し当てた。さらに窄まりの周囲を軽くつついてやる。

    「さあ、一緒に入れてごらん」

    「やっ！　そんな……無理です！」

    　マンシャーレで何度も身体をつなげたとはいえ、ここまでの行為は想像を超えていたのだろう。ミュリエルは涙を浮かべて、何度もかぶりを振った。

    　しかしロランは優しくなだめながら、ゆっくりと二人分の指を埋め込んでいく。ためらうミュリエルを導くように優しく、しかし確実に。

    「大丈夫だよ。ほら、とても上手だ」

    「あんっ！」

    　すでに濡れそぼっていた隘路は濡れた音をたてて、不埒な侵入を許した。

    「熱いね……君の中は」

    　ロランは蜜洞を広げながら、再びねっとりと陰部を食む。その舌先がふっくらした秘芽を舐め上げた瞬間、

    「きゃうぅ！」

    　小さな悲鳴を上げ、白い肢体が跳ね上がった。

    「……ミュリエル」

    　絶頂に達したせいで、ミュリエルは返事もできずに横たわっていた。

    　ドレスを絡みつかせたまま濡れた下半身をさらし、ぐったりと弛緩している姿はひどく淫らだ。それでいて彼女は汚しきれない何かを感じさせ、ロランを容赦なく煽るのだった。

    「ミュリエル……ミュリエル」

    　ロランは上体を起こすと、改めて細い腰をつかみ、鴇色の媚肉に自身を押し当てた。

    　わずかな抵抗はあったものの、腰を進めると、熱塊はヌグヌグとめり込んでいく。

    「あぅ……あ、ああ――」

    　もう、やめてやることはできない。掠れた嬌声を口づけで封じて、ロランはミュリエルを最奥まで貫いた。

    


    


    　開け放った窓の外は、いつの間にか白み始めていた。

    　ロランは腕の中で眠るミュリエルを見つめ、ため息を落とした。

    　この思いをいったい何と呼べばいいのだろう？

    　激しい行為に疲れ果ててしまったらしく、彼女が目を覚ます様子はない。その艶やかな黒髪をそっと梳いた時、思わず呟きが零れた。

    「……愛している」

    　その言葉に、誰より驚いたのはロラン自身だった。

    「僕は――」

    　しかし、もはや疑いようはなかった。言葉にしたことで、心に渦巻く想いがようやく形になったのだ。

    「ミュリエル、君を愛している」

    　気持ちは高揚しているが、迷いはなかった。自分自身が孤独だったことも、それがミュリエルによって満たされたことも、ロランは初めて自覚した。

    （しあわせなのだな……僕は）

    　その時、ミュリエルの唇が動いた。

    「ロ……ラン、ロ、ラン」

    　疲弊して夢うつつでいながらも、自分を呼んでくれている。

    「ミュリエル」

    　彼女への愛しさが急速に込み上げてきて、ロランはその頬にそっと口づけた。

    　今はこうして腕の中にいるものの、ミュリエルはあいかわらず謎に包まれている。

    「君は……何者なんだ？」

    　出会って間もないし、その身分も住まいも、詳しいことは何も知らない。なぜ王女と親しいのかもわからない。

    　公爵のひとり息子という身分を考えれば、ミュリエルとの結婚はありえないだろう。それ以前に彼女の気持ちもまだ確認していない。

    　けれども妻にするなら、彼女以外の女性は考えられなかった。一緒にいることがあまりに自然で、まるで生まれる前から定められていたような気さえする。

    　熱病のように激しく、それでいて涙が溢れそうなくらい切実な想い――ロランは自身を焼き尽くしそうな感情に戸惑いながら、改めて心を決めた。

    　父は明後日には帰宅する予定だ。それまでにミュリエルに結婚を申し込み、承諾してもらえたら何としても父を説得してみせる。

    「僕のそばにいてくれ、これからもずっと」

    　ロランが微笑んで、ミュリエルの額に口づけた時だ。

    （これは……）

    　その視線が、彼女の胸元で輝くエメラルドに何気なくとまった。

    　繊細な金鎖に留めつけられた輝石はミュリエルの瞳と同じ色で、装身具にはあまり興味がないロランでさえ最高級の品だとわかる。しかし視線を外せなくなったのは、そのせいではなかった。

    　不吉なほどに美しいその輝きに、なぜだか見覚えがあるような気がしたのだ。

    　いったいいつ、どこで目にしたのだろう？　これほどみごとな宝石ならば、はっきり記憶に残りそうなものなのに――。

    「うっ！」

    　ふいに強い頭痛に襲われ、ロランは目を閉じた。

    　まるで頭の中で脳がうねっているようで、うまく息を吸うことさえできない。

    　次の瞬間、唇が勝手に動いた。

    「……ふ、封魔の……石」

    　無意識に呟いたものの、ロランにはその意味がわからない。その上、考えようとするとひどく頭が痛んだ。
（何のことだ？）

    　かすかに何かを思い出しかけたのに、それはいっそう深い闇に紛れてしまった。

    　ロランは唇を引き結び、ミュリエルの胸元できらめく輝石を見つめ続けた。









第七章　試練









　ミュリエルは公爵家で、三日目の朝を迎えていた。

（私……どうかしているわ）

　王都に来たとはいえ、もうロランと会うつもりはなかった。自分はもはや用済みで、ロランへの想いを自覚したところでどうにもならないとわかっていたからだ。

　だから王宮でシルヴィ王女と楽しく過ごし、そのままマンシャーレに帰るはずだったのに。忙しさに紛れて、彼のことも忘れられると思っていたのに。

　ところが、あろうことかお茶会でロランと再会したばかりか、ミュリエルは今、彼の屋敷で過ごしている。

　――ミュリエル、どうか僕と一緒に来てくれないか。

　もともとお茶会に参加するつもりはなかったのだろう。ふいに息せききって姿を見せた彼は、王女への挨拶もそこそこに同行を請うたのだった。

　気づいた時には、ミュリエルはその手を取っていた。それからマンシャーレで繰り返していたように肌を合わせてしまった。もうロランは口がきけるようになったのに。

（どうして私をここへ呼んだの？）

　ロランの意図はわからなかったし、それを気にかける余裕もないままに王宮を後にした。シルヴィに何と言いわけしたかさえ、ミュリエルはよく覚えていない。

　それどころか何も持たずについてきたため、身の回りの品々はすべて到着後に慌ただしく揃えてもらった。

　もちろんこの屋敷の使用人たちも、突然の珍客をさぞかしいぶかしく思っていることだろう。引退して田舎で暮らすリシェットやエレーナとはわけが違う。

　それでもロランを拒むことはできなかった。

　彼が駆け寄ってきて、自分の名前を呼んだ時、周囲のすべてがかき消えた気がした。ロランの姿しか見えず、その声しか聞こえなかったのだ。

　しかし今日の夕方には、友人を訪ねて留守にしていた主の公爵が帰宅するという。そうなれば、ミュリエルはここにいられなくなるはずだった。公爵がどこの誰ともわからない娘の滞在を許すはずがない。

　ロランもそれが気がかりなのか、今朝は口数が少なかった。

　いや、実をいえばもっと前から何かを案じているようなのだが、それを語ろうとはしない。この二日間はずっとミュリエルのそばにいて、王都を案内してくれたりもしたが、どこか上の空に感じられた。

　もちろん考えがあってのことだろうけれど、さすがに放っておけなくなった。彼の背後の靄はあいかわらずそのままだし、ますます色濃くなってきたような気さえするのだ。

　とうとうミュリエルがたまりかねて口を開きかけた瞬間、

「ミュリエル」

　ちょうどロランも声がかけてきた。

「君に話が――」

　しかしその時、慌ただしい足音がして、執事が取り乱した様子で駆け込んできた。

「し、失礼いたします、ロラン様」

「どうした？」

「はい。ただいま王宮からお使いがいらして、ロラン様にご面会を――」

　執事が話し終わる前に、後方から長身の青年が姿を見せた。部下らしい数人を引き連れていて、隊服なのか揃いの紺の上下を着ていて、いかにもものものしい雰囲気だ。

「このような時間に、ご無礼お許し願います」

　その顔を見て、ロランが驚いた様子で立ち上がった。

「クロード！」

　どうやら親しい間柄らしく、ミュリエルに向かって安心させるように「僕の友人だ」と頷いてみせる。

「いったいどうしたんだ？｝

　しかしクロードと呼ばれた青年は強ばった表情で、慇懃な態度を崩さなかった。どうやら彼が指揮官らしい。

　クロードは真っ直ぐで有能な人物のようで、ミュリエルの瞳には彼の横に控える銀色の大型犬が見えた。

「王妃様からのご命令です。どうか王宮までご同行いただきたい。そちらにおられるノワレ嬢もご一緒に」

「ミュリエルも？　なぜ？」

「どうぞご用意を。ご命令ですから」

　口調こそ丁寧だが、クロードの態度には有無を言わせぬものがあった。

　もし歯向かえば、おそらく腰に差した剣を振るうことも厭わないだろう。たとえ相手がロランのような高位貴族の子息であっても。
（憲兵隊？　ううん、王妃様のお使いなら近衛兵かしら？）

　一方のロランは無言のまま、怯むことなくクロードを見据えている。突然の呼び出しに、明らかに納得していないのだ。

「ロラン様」

　ミュリエルは立ち上がり、あえて明るく呼びかけた。

「参りましょう。王妃様をお待たせしてはいけませんわ」

　なぜ突然、王妃はロランや自分をこんなふうに呼び出すのだろう？　まるで犯罪者を逃すまいとしているかのようだ。

　それでもミュリエルはクロードに向き直り、なんとか笑顔を作ってみせた。

「少しだけお待ちください。すぐに支度してまいりますから」

　事態がただならないことはもちろん察していたが、だからこそさらにこじれさせたくなかったのだ。

「わかった。行こう」

　ようやくロランが頷くと、クロードが安心したように大きく息を吐いた。おそらく彼もまた本意ではないのだろう。

「ありがとうございます。では、こちらでお待ちいたします」

　ほどなく二人はそれぞれ王宮からの迎えの馬車に乗ったが、ミュリエルは自分の直感が正しかったことを思い知った。

　シャイエ公爵家の館は武器を手にした騎士たちによって、周囲をぐるりと取り巻かれていたのだった。
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「ミュリエル！」

　王宮に到着すると、ミュリエルはすぐにシルヴィ王女の居室に案内された。

「シルヴィ！」

「やっと戻ってきたのね」

　王女は駆け寄ってくると、ミュリエルを笑顔で抱き締めた。

「本当に驚いたじゃないの。あなたったらロランのことを何も教えてくれないんですもの。二人が恋仲なら、ちゃんとそう言ってくれればいいのに。それにしてもいったいいつ彼と知り合ったの？」

「私たち、そんなんじゃ――」

「ミュリエルったら三日も彼のところにいたのに、今さら何を言ってるの？　わたくしを放り出して、手に手を取って消えてしまったくせに」

　シルヴィは何が起きているのかまったく把握していないらしく、無邪気に唇を尖らせる。

「お願い、シルヴィ。教えてほしいことがあるの」

「まあ、急にどうしたの？」

　真顔で訴えるミュリエルに驚いたらしく、シルヴィは控えている侍女たちを下がらせた。

「とにかく座りましょう、ミュリエル」

「いえ、今は急がないといけない気がするの」

　ロランの身に危険が迫っているように感じるのはなぜだろう？　今は一分さえ惜しくて、ミュリエルは懸命に続けた。

「今朝、王宮からシャイエ公爵家にお迎えが来て、ロランと私が王宮に連れてこられたのだけど……王妃様から何か聞いてはいない？　ロランがどこへ連れていかれたか心配なのよ。さっきはお屋敷が武器を持った騎士に取り囲まれていたし、指揮をしていたクロードという方も少し怖くて――」

「クロード？　近衛隊のクロードかしら？」

「知っているの？」

「ええ、陽気で楽しい人よ。怖いなんて……彼もロランとは親しいはずだけど」

　シルヴィは眉を寄せて、腕を組んだ。

「きっと母上はあなたを心配したのだと思うわ。確かにロランはすばらしい貴公子だけど、なにしろあなたはこの国を守る聖女ですもの」

　シルヴィはミュリエルがロランと共に王宮を出ていったことを、しばらく誰にも言わなかったそうだ。国王夫妻は忙しく、大人になった子どもたちにうるさく口出しはしないから、その友人であるミュリエルの不在も気にしないと思ったという。

　ところが昨夜、王妃が親しい者だけの夜会を開いたため、シルヴィはロランとのことを話さざるを得なくなったのだった。

「ごめんなさいね、ミュリエル。まさかこんな大事になるなんて思わなくて……体調が悪いとか外出しているとか、ごまかせればよかったのだけれど」

「いいえ、あなたは何も悪くないわ」

　ミュリエルはかぶりを振って、シルヴィの手を取った。

「私のために嘘なんてついてほしくないもの」

　悪いのは彼女ではなく、せっかく招かれていながら勝手に王宮を抜け出した自分だ。せめてもっと早く戻ってくればよかったのに、ロランのそばを離れたくなくて、結局こんなことになってしまった。

（私の……せいだわ）

　自分は聖女なのに、ただでさえ何もできないできそこないの上、あまりに自覚がなさ過ぎた。王妃が心配するのも当然だろう。

しかしそのせいで、彼に何かあったらどうずればいいのだろう？

　ミュリエルの動揺に気づいたらしく、シルヴィが優しく肩を抱いてくれた。

「大丈夫よ。母上が命令したというなら、今からロランのことを訊いてみましょう。優しい方ですもの。彼のことは昔からご存じだし、絶対にひどいことはなさらないわ」

「ええ、そうね。ありがとう」

　背中を押されて部屋を出たものの、どうにも気持ちが落ち着かない。そしてそんな不安は的中してしまったのだった。







　シルヴィが一緒だからか、王妃への謁見はすぐに許された。

　しかし謁見の間は人払いがされており、ミュリエルとシルヴィはどちらからともなく顔を見合わせた。こんなことは今まで一度もなかったからだ。

「ああ、ミュリエル！」

「王妃様、ごきげん麗しゅう存じます」

「よかった。無事に戻ってきてくれて安心したわ」

　王妃はいかにも心配げな声を上げたが、先日のように歩み寄ってきてはくれなかった。その表情は硬く、彼女につき従っている金の孔雀もなぜか苛立った様子で羽を広げ、警戒するような視線を向けてくる。

「それにしても本当に災難だったことね」

「……災難？」

「ええ、そうですとも。まさかシャイエ公爵家の子息ともあろう者が、聖女のあなたに不埒なことをするなんて……本当に許しがたい暴挙です」

　王妃の態度と口ぶりから、彼女のいつにない激昂ぶりが伝わってくる。どうやら非はロランのみにあると考えているようだ。

「あの、ロラン様は今どうされているのでしょう？」

「大罪ですもの。国王陛下のご裁断を仰いでいるところです。不在にしていたとはいえ、父親の公爵も監督不行き届きの罪に問われるでしょうね」

　ミュリエルは再びシルヴィと視線を交わし、ためらいながらもなんとか誤解を解こうとした。咎められるのであれば、自分も彼と同罪に思えたのだ。

「お、お待ちください、王妃様。暴挙だなんて……恐れながら、それはお考え違いでございます。ロラン様は決してそんな方では――」

「何を言うの、ミュリエル？」

　胸を貫くような鋭い声だった。

「ロランはあなたを連れ去って監禁したのよ。そして口にするのも汚らわしいようなことを無理やり――」

「いいえ、違います！　どうかお聞きください、王妃様！」

「ミュリエル、彼はレスカルを守る聖女を汚したのですよ。これは国を揺るがす陰謀といっても言い過ぎではありません」

「ですが……」

　二人が肌を合わせたことは動かしがたい事実だ。しかしそれにはやむを得ない事情があったし、無理を強いられたわけでもなかった。

　この身を汚されてしまったとしても、決してロランだけが悪いのではない。いつの間にか自分も彼を慕うようになり、それゆえに離れられなくなった。何より最初に近づいたのは、ミュリエルの方なのだ。

　これまでのことをどうしても伝えなければならない。ミュリエルはわれを忘れて、王妃に駆け寄ろうとした。

「だめよ、ミュリエル！」

　そこを引き止めてくれたのは、そばにいたシルヴィだった。

　たとえ聖女であっても、また王妃がどれほど気さくで親切であっても、二人の間には厳然とした身分の差がある。許しもなく近づけば、不敬罪に問われてしまうのだ。

「も、申しわけございません。たいへん失礼いたしました」

　慌てて詫びると、王妃は鷹揚に笑ってみせた。

「いいのよ、かわいそうなミュリエル。あなたのせいではないわ」

「えっ？」

「今のあなたはロランにいいように操られてしまっているのよ。それに自分で、そうとは気づかないくらい巧みにね」

　王妃はシルヴィに向き直ると、「もうお下がりなさい」と命じた。

「ミュリエルはひどく疲れて混乱しているようだから、侍医を手配してあげてちょうだい。まずは身体をいたわらないと」

「かしこまりました、母上」

　王女にとっても、母である王妃の命令は絶対だ。

　目顔でシルヴィに促され、ミュリエルは退室せざるを得なかった。

（どうして？）

　ミュリエルの瞳に映る王妃の姿は、かつてないくらい神々しく見える。しかしなぜだか心はそのまばゆい姿に納得していなかった。








第八章　終焉









　ロランの処分が決まったのは、その午後のことだ。

「国外……追放？」

「ええ。今夜シャイエ公爵が王都に戻られるらしいの。その到着を待って、正式な処分が下されるそうよ。母上の母国へ送られるのですって」

「そんな。あんまりだわ！」

　シルヴィの情報源は兄である王太子だから、おそらく間違いはないだろう。しかし罪に対して、あまりに罰が厳しい気がした。それ以前に、そもそもこれは罪ではないのに――。

「聖女との勝手な秘めごとは、国家に対する謀反に値する」

「えっ？」

「母上がそうおっしゃって譲らなかったそうなの。ロランは公爵家の子息だし、将来も嘱望されている人だから、父上もなんとかなだめようとなさったそうなのだけれど」

　属国の出身ながらも、王妃は国王から一心に愛されており、宮廷での信頼も篤い。結果、その発言力は相当なものとなっている。

　王妃が一度国外追放と口にすれば、それは決定事項も同じなのだ。間違いなくロランはレスカルから追い出されてしまう、それも近いうちに。

「……どうしよう？」

　膝から力が抜け、ミュリエルはへたへたと床に座り込んでしまった。

　国外追放は確かに重刑だ。しかしなぜだかそれだけでは済まない気がして、不安でたまらないのだ。

「ミュリエル！」

　シルヴィが跪いて声をかけてくれたが、返事もできない。ことの重大さに、身体の震えが止まらなかった。

「私のせいだわ。私が悪いのよ」

　国家に対する謀反――自分の純潔にそれほどまでの価値があるとは思いもしなかった。

　聖女とはいえ、ミュリエルはおかしなものを見ることしかできず、何も対処はできない。国を守るにはあまりに頼りないのに、そんな自分のせいでロランはレスカルから追放されてしまう。それこそ国家にとっては重大な損失だろう。

　実際、彼と肌を合わせた後も、ミュリエルには各段の変化も起きていないのだ。

「どうしよう？　どうしたら……？」

　王妃にもう一度謁見を願い出ようかとも思ったが、先ほどの様子ではいくら訴えたところで、聞く耳を持ってくれないだろう。しかし、

「ミュリエル、まだ時間はあるわ」

「シルヴィ」

　親友の声がようやく心に届き、ミュリエルはのろのろと顔を上げた。

「あきらめちゃだめ。きっとできることがあるはずよ」

「……できること？」

　自分にできることは何だろう？　どうしたらロランを救えるだろう？　

　いや、何よりもまず彼に会って、謝罪がしたい。自分が考え足らずだったせいで、こんなことになってしまったのだから。

「ねえ、シルヴィ。ロランは今どこにいるのかしら？」

「そうね。まだ処分は決まっていないから……ああ、そうだわ。ちょっと待っていて」

　シルヴィは侍女を呼ぶと、その耳に何ごとかを囁き、「これで大丈夫」と微笑んだ。







　驚いたことに、ほどなく姿を見せたのはロランを連行したクロードだった。先ほどと同じ隊服姿で、彼もまたミュリエルを見て動揺しているようだ。

「ごきげんよう、クロード」

「ごきげん麗しゅう存じます、シルヴィ王女殿下。お呼びと伺い、参上いたしました」

　クロードは恭しく礼を執ったものの、ひどく気まずそうで落ち着かない様子だ。

「どうしてここへ呼ばれたか、もちろんおわかりよね？」

「はい、えっと……王女殿下、その、あの」

　ミュリエルが思わずシルヴィを見やると、いたずらっぽい笑顔で肩を竦めてみせた。

「いつもみたいにシルヴィでかまわなくてよ。あのね、ミュリエル。実は私たち、とても仲よしなの。ね、クロード？」

　シルヴィによると、彼は兄の王太子と親しく、小さいころはよく遊んでもらったという。いわれてみれば、クロードが彼女に向ける視線は兄のように優しげだ。

「シャイエ家のロランのことを聞きたいのだけれど」

「え、ええ」

　クロードは恐縮した様子でミュリエルに向き直ると、改めて深々と礼をした。

「ミュリエル様、先ほどはたいへん失礼しました。さぞ驚かれたことでしょうね」

「……いいえ」

　彼とロランとのやり取りを思い出し、ミュリエルはぎこちなく膝を折る。彼が躊躇していたことも、本当は命令を遂行したがっていないことも感じてはいたのだが――。

「ほら、クロード。ミュリエルをよくご覧なさい。こんなに打ちのめされてしまって……全部、あなたのせいよ」

「いや、もちろんたいへん申しわけなかったと……」

「あら、本当にそう思っているのかしら？」

　クロードの立場をよくわかっていながら、シルヴィは容赦なく追いつめる。

「少しでも申しわけないと思うなら、ミュリエルをロランのところへ連れていってあげてはどう？」

「シルヴィ、それはさすがに――」

　二人のやり取りを聞いていたミュリエルは思わず顔を上げた。

「ロランに……会えるのですか？」

「えっ？　あ、いや、その……」

「会えるのですね？」

　クロードは気の毒なくらいうろたえ、視線を泳がせている。すると、答えられずにいる彼に代わって、シルヴィが大きく頷いた。

「もちろんよ。クロードはこう見えても、意外と偉いんですもの」

「おいおいおい」

　クロードはとうとう天を仰ぎ、「勘弁してくれよ」と呟いた。

　ミュリエルは急いで立ち上がり、彼のもとへと駆け寄った。

「お立場はよくわかっております。あの時、ためらわれていたことも気づいておりました。だから謝っていただく必要はございません」

「……ミュリエル様」

「お願いです。どうかひと目だけでも、ロランに会わせてください。ほんの数分でいいのです。ご心配なら、そばにいてくださってかまいませんから」

　もちろん無茶な願いだとわかっていたし、クロードを困らせたくもない。それでも今は彼に縋るしかなかった。

　この機会を逃せば、もう二度とロランに会えない可能性だってある。自分に彼を救えるとは思えなかったが、せめて顔を見て、きちんと謝りたかった。

（だって、私……ちゃんとロランを見たことがないんだもの）

　シルヴィに打ち明けたら、きっとあきれ返られてしまうだろう。

　だが、ミュリエルはロランがまとう霧とも靄ともつかぬもののせいで、いまだにまともに視線を向けられずにいた。

　マンシャーレで、そしてまた公爵邸でも一緒に過ごし、何度も抱かれているのに、それでもまだ彼への恐怖を打ち消せないのだ。そばにいる時はわずかに視線を外しているが、ロランはそれを恥じらいと受け取っているようだった。

　しかしどれほど恐ろしいものにとり憑かれているとしても、彼自身は誠実で優しい人だ。こんな中途半端な形で別れたくはなかった。

「どうかお願いいたします、クロード様！」

　ミュリエルの懸命な訴えに、シルヴィの甘え声が重なる。

「ね、クロード。私からもお願いするわ。ミュリエルがこれほど必死なのですもの」

「む……」

　もともとかなり負い目を感じていたのだろう。クロードが落ちるまで、それほど時間はかからなかった。

「わかった、わかった！　わかりましたよ！」

「会わせてくださるんですか？」

「はい、これからお連れいたします。ですが、少しだ――」

　冷や汗をかいているクロードを途中で遮り、シルヴィが「ありがとう」と微笑みかける。

「クロード様、本当にありがとうございます！」

　ミュリエルも続いて深く膝を折り、そっと拳を握り締めた。

　何ができるかわからないし、結局何もできないかもしれない。それでも今はロランに会わなければならないと思った。
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　ロランがいるのは、王宮の北側にある一室だった。

　日当たりが悪いため、いつもは使われておらず、そこへと続く廊下もどことなく寒々しい。事前にクロードが手を回したのか、周囲に衛兵の姿は見当たらなかった。

「さあ、こちらです」

　シルヴィがついてくると目立つので、ミュリエルはクロードの案内で、ひとりでここまでやってきた。

（……どうして？）

　あまり人の気配がないからなのか、このあたりには妙な気配が色濃く漂っている。はっきりとは見えないが、視界の端を異様なものが何度も掠めていった。

（ううん、平気よ）

　ふだんであれば、きっとすぐにも逃げ出していただろう。しかしミュリエルは唇を引き結び、クロードが鍵を開けるのを待った。

「ミュリエル様、どうぞお入りください」

「ありがとうございます。あの……ご一緒に来ていただいてもかまいませんが」

　ミュリエルが確認すると、クロードは苦笑して、かぶりを振った。

「いや、遠慮しておきましょう。外でお待ちしておりますが、私がお許しできる時間はせいぜい十五分ほどです。さあ、お急ぎください」

「わかりました」

　ミュリエルはクロードに促され、扉を開けて中へ入った。

「……ロラン？」

　室内はカーテンが閉ざされていて薄暗く、ロランの姿は見えなかったが――。

「ミュリエル？」

　奥にある窓の近くで、人影が動いた。その姿はやはり得体の知れない何かに取り巻かれ、しかもそれは濃度と不穏さを増しているように見える。

「ミュリエル、君なのか？」

　窓辺に佇んでいたのは、ロランだった。彼がこちらに向き直り、同時に周囲の影もまたモヤモヤと動いた。

（ひっ！）

　今にも襲いかかられそうな気がして、ミュリエルの足が竦んだ。今日こそ彼をしっかり見つめようと決めていたのに、どうしても怯んでしまうのだ。

（や、やっぱり無理かも）

　しかしその時、「すまない」とロランの声がした。

「ロラン？」

「改めて謝罪させてほしい。君が聖女だとは知らず……いや、それは言いわけだな。僕は君の優しさにつけ込んで、本当に罪深いことをしてしまった」

「違うの！」

　ミュリエルは視線を床に落とし、それでも必死に訴える。

「あなたのせいじゃないわ。私が打ち明けなかったのだし、こんなことになるなんて思いもしなかったの。私こそ、あなたに謝らないと……」

　罪悪感と恐怖、そしてロランへの恋しさ――いろいろな感情が交錯して胸がいっぱいになり、涙が頬を伝い始める。

「ごめんなさい、ロラン。本当にごめんなさい」

　ミュリエルに歩み寄ろうとしたのか、ロランは一度動きかけたが、そのまま思いとどまった様子で俯いた。

「頼む。謝ったりしないでくれ。僕は罪を受け入れる」

「そんな……」

「国を去る前に君に会うことができて、本当によかった」

　すべてをあきらめてしまったような硬い声だった。ロランは会話を打ち切るかのように背を向け、ミュリエルもまた視線を落としたままでいたが――。

『ミュリエル』

　ふいに、聞き慣れない声がした。それもミュリエルの頭の中で響いたのだ。

（……うそ）

　ロランの声ではなかった。というより、声ですらなかったが――。

『ミュリエル』

　再び呼びかけられ、ミュリエルは思わず目を上げた。

（うそ、うそ、うそ！　ありえないわ！）

　背を向けたロランは微動だにしないのに、その周りでは何かがしきりに蠢いている。

（無理！　もう絶対に無理！）

　ミュリエルはきつく目を閉じ、両耳を塞いだ。

これ以上はとても無理だ。ロランときちんと向き合いたいのに、また得体の知れない何かがそれを阻んでいる。

　しかし、さらに頭の中で『ミュリエル』と呼びかけられた。

『ミュリエル、われを見よ』

「えっ？」

『われを見よ』
「見るって――」

　そう、ロランを取り囲む妖しい霧とも靄ともつかぬもの――そのせいで、怖がりのミュリエルはずっと彼をまともに見ることができなかった。しかし今はきちんと向き合うためにここに来たのだった。

（そうよ。せめてそのくらいちゃんとしなくちゃ）

　ミュリエルはようやく覚悟を決め、大きく息を吸って、目を開いた。窓辺に立つロランに焦点を合わせ、初めてしっかりその姿を瞳に焼きつける。

　変化が起きたのは、その瞬間だった。

（な、何？）

　それまで不吉な灰色や墨色に染まっていた影が少しずつ明度を上げ始めたのだ。それに呼応するように輪郭も定まって、何かが姿を現そうとしていた。

「ひっ！」

　本当はすぐにも逃げ出したかった。これから何が起ころうと、自分は手をこまねいているしかない。聖女でありながら、できそこないだからだ。

　しかし今だけは最後まで見届けなければならない気がした。ミュリエルにできるのはそれだけだし、不本意な状況に置かれているロランをこのままにしてはおけない。

　その時、また不思議な声が響いた。

『ミュリエル、われを解放せよ』

　ロランを包む影はさらに変化し、今や彼の背丈を超える何かの生きものの形になりかけていた。長い首と広げた羽根のような姿――鳥だろうか？

「解放せよって言われても……」

　恐怖に怯えながらも、ミュリエルは首をかしげた。

　なぜこんなふうに繰り返し呼びかけられるのだろう？　いったい相手は自分に何を求めているのだろう？　

（私にできることがあるの？）

　それにロランはずっと動かず無言のままだが、彼は大丈夫なのだろうか？

「な、何をしてほしいの？」

　ミュリエルは思いあまって口を開いた。

「私にできることがあるの？　それに……ロランは大丈夫なの？」

　その時、また声が聞こえた。

『われを見よ、ミュリエル』

　声の主と思われるものはさらに変貌を遂げ、輝く銀の瞳を持つ純白の鳥になっていた。王妃につき従う孔雀にも似ているが、もっと大きく、はるかに優美で、絵画に描かれた不死鳥のような姿だ。

「……見る？」

　ミュリエルはためらいながら相手の全身を眺め、それからおずおずと銀の瞳と視線を合わせる。それこそが相手の要求だろうと思ったのだ。

　ミュリエルの緑の瞳と、謎の存在の銀の瞳。

　互いの視線が初めて絡み合った瞬間、全身にさざ波が走った。

　感じ取ったのは禍々しさや邪悪さとは対極にある、まるでマンシャーレの湖畔のように清浄な気配だ。

　いくら見つめても、その正体はわからない。しかし目前にいるものが魔物や悪鬼であるはずがなかった。今は恐怖を感じるどころか、ミュリエルはその清らかさにただ圧倒されてしまう。

　あれほど怖くてしかたなかったのに、自分はずっと間違っていたのだろうか？　

「こ、これって？」

　ミュリエルが声を上げた瞬間、不死鳥のような姿はかき消えて、ロランがくず折れた。

「ロラン！」

　ミュリエルは悲鳴を上げて、駆け寄った。出会って以来、ずっと彼がまとっていた奇妙なものはまったく見えなくなっていた。

「ロラン、大丈夫？　ロラン！」

「……ミュリエル」

　ロランは失神したかのようにぐったりしていたが、ほどなく身を起こした。

「ああ、大丈夫だ」

「あ、あのね、ロラン、私、今――」

　いったい何から、どんなふうに話せばいいのだろう？　

　目にしたことが信じられず、ミュリエルは言葉に詰まってしまう。そもそもロランにとり憑いていたものについて、彼には話していないのだ。

　するとロランが優しく肩を抱いてくれた。そのまま引き寄せられ、髪に口づけられる。

「ロラン？」

「わかっている」

「えっ？」

「思い出したよ、全部」

　ロランは笑顔で頷いてみせたが、次の瞬間、表情を引き締めた。

「……来る」

　異様な気配は、ミュリエルもまたほぼ同時に感じていた。

　それまでまったく物音がしなかったのに、扉が突然開いて、何人もの衛兵が部屋の中になだれ込んできたのだ。全員が剣を手にして、異様に殺気立っている。

　幸いその中に、外で待っているはずのクロードの姿はなかった。

「動かないで」

　ロランはミュリエルをかばうようにして立ち上がり、扉の向こうを見据える。

「敵は……王宮にいたんだ」

「敵？」

　ミュリエルは思わず唇を噛んだ。

　先ほどの清浄な気配はもう消えていた。

　囚われているロランが武器を持っているとは思えないし、これほど大勢の兵士に取り囲まれて、さらに敵が姿を見せるとすれば、自分たちはどうしたらいいのだろう？　何より相手は多数の人間を自由に動かせるほど強力なのだ。

　するとそんな不安を感じ取ったかのように、ロランが「大丈夫だ」と囁いてくれた。

「でも――」

「心配いらない。彼は、僕の中にいる」

　中に――その意味を問い返そうとした時、二人を取り囲んでいた衛兵がザっと左右に分かれた。その間にできた道を悠々と進んできたのは――。

「ミュリエル、なぜここにいるの？　こんなところに来てはいけないとわかっているでしょうに」

「……王妃様」

「かわいそうに、すっかりロランにたぶらかされてしまって……こんなことなら、さっさと追放してしまうのだったわ」

　王妃は「こちらにいらっしゃい」と口角を上げてみせたが、ミュリエルは返事をすることができなかった。

　今まで王妃にかしづいていた金の孔雀が、できものだらけの醜い黒鳥に変貌していたのだ。この姿こそ真実らしく、いかにも禍々しい気配を放っている。

「どうしたの、ミュリエル？　さあ、いらっしゃい。ちゃんとわかっているのよ、どうせ何もできないことは」

　確かに王妃の言うとおりだった。ミュリエルは聖女としては未熟で、これまで誰の役にも立たてずにきた。しかし今、敵と対峙するロランを見捨てるつもりはなかった。

「ミュリエル！」

　王妃の呼びかけに応えることなく、ミュリエルは俯いて唇を噛んだ。

　まさか彼女こそが魔に魅入られていたなんて思いもしなかった。

　敵と味方を見誤っていた自分が情けなくてしかたない。もっと早く気がついていれば、怖がってばかりいないでちゃんとロランを見てさえいれば、こんなことにはならなかったかもしれないのに。

　その時、そっと手を握られた。

「大丈夫だ、ミュリエル」

　王妃を見据えたまま、ロランが囁く。

　そう言ってくれたのが果たして彼なのか、それとも中にいるという誰かなのかはわからないものの、ミュリエルは小さく頷いた。

「そのペンダントを貸してくれるか」

「はい」

　ミュリエルがペンダントを外すと、王妃は初めてわずかにたじろいだ。

「行くぞ」

　ロランがペンダントを手にして一歩踏み出すと、衛兵たちがいっせいに剣を構えた。

　その様子に安心したのか、王妃が「ここまでよ」と勝ち誇ったように笑った。

「どうせわたくしには近づくことさえできないわ。できそこないの聖女と嘴の青い若造と古ぼけた聖霊がいくら手を組んだところで、もうレスカルはわたくしのものよ」

　ところがロランはぎらつく刃にも怯むことなく、さらに歩みを進める。

　すぐにひとりが剣を向けてきて、思わずミュリエルの唇が動いた。

「私たちには近づけない」

　瞬間、衛兵は凍りついたように動かなくなった。

　続いて次々と剣が向けられたが、ミュリエルが囁くたびに同じことが起きた。

（私……どうして？）

　意識して発した言葉ではない。それでも気がついたら、そうやって相手を制していたのだ。

　硬直した仲間を見て動揺したのか、歩みを進めるロランとミュリエルを前に、衛兵たちは後ずさりを始めた。

「何をしている！　早く謀反人を捕らえなさい！」

　王妃が金切り声を上げて鼓舞しても、それは変わらなかった。

「奴らを止めなさい！　早く止めて！」

　とうとう余裕がなくなったのか、王妃は背を向けて逃げ出そうとしたが――。

「あなたは逃げられない」

　ミュリエルの唇が再び動いたのだ。

「あなたは決して私たちから逃げられない」

「くっ！」

　今度も無意識の囁きだった。

「この、能無しのくせに、生意気な！」

　ミュリエルは魔法も知らず、魔力もないはずなのに、王妃は醜い黒鳥もろとも呪縛されたようにその場にくぎづけとなった。

　――安心して、ミュリエル。今は無理だとしても、そのうちあなたも同じことができるようになるわ。

　一人前の聖女だった母の言葉が聞こえたような気がした。ようやくその時が来たのだろうか？

「レスカルは渡さない。もうあきらめるんだ」

　ロランはミュリエルと手をつないで王妃に歩み寄り、その胸元に輝くエメラルドを向けた。

「終わりだ。封魔の石がお前を封じる」

「こ、これで勝ったつもりか？」

　王妃が憎々しげに顔を歪める。口調も声ももはや彼女のものではなかった。

「気をつけるがいい。封魔の石は強力だぞ。愛し合い、信頼し合っている者同士が心をひとつにして使わなければ、どちらかが、あるいは両方が死ぬ。聖霊はお前たちにちゃんとそれを教えたか？　こんなところでくたばっていいのか？」

　それを聞いても、ロランの表情に変化はない。

　一方のミュリエルはかすかにためらった。

　愛し合い、信頼し合っている者同士――そう問いかけられれば、自信はない。自分とロランの関係は互いに利を得るために始めたようなものだからだ。

（だけど――）

　ロランにそこまでの気持ちはないかもしれず、結果として自分が命を落とすかもしれない。

　それでもミュリエルは微笑んで「かまいません」と頷いた。

　これでやっと代々の聖女たちのように役目を果たすことができる。そしてロランに会い、誰かを愛する喜びも知った。

　ここで自分が落命すれば次代の聖女は生まれないが、強大な魔物にレスカルを支配されるよりはましだろう。

「私はかまいません」

　それを聞いたロランが頷いて、ミュリエルの手を握り直した。

「邪悪なるものよ」

　ミュリエルも彼の手を握り返し、ロランの言葉を繰り返す。誰に教えられたわけでもないが、そうするべきだと思ったのだ。

「やめろっ！　それを近づけるな！」

　王妃はエメラルドから顔を背け、必死に逃れようとするが、まったく動くことができない。

「邪悪なるものよ、封魔の石をもってここにお前を制し、永久に封ずる」

　ロランが王妃の胸元にエメラルドを強く押しつけた。

「ぐっ！　ぐうぅっ！」

　異様な掠れた悲鳴が上がり、周囲が金色の光に包まれる。

　ミュリエルが覚えているのはそこまでだった。








第九章　真実









　シャイエ公爵家は王族に連なる旧家で、代々その嫡男には国王さえ知らない極秘の役目が託されている。

　王宮に隠されている『封魔の石』を保護し続けること――そしてもし何らかの異常があった場合は、ただちにマンシャーレの森に赴き、解決策を見つけなければならないのだった。

　それを監視するため王宮に送り込まれていた使用人が殺され、『封魔の石』が何者かによって持ち出されたのは半年前のことで、ロランは一刻も早く取り戻すためにマンシャーレへと向かった。

　彼が一度は失い、どうしても思い出さなければと焦燥していた記憶は、『封魔の石』のことだったのだ。

　もっともそう聞かされたのは王妃の一件があって五日後のことで、それまでミュリエルは眠り続けていたのだった。

「私……生きているの？」

　ずっとつき添っていてくれたのか、ミュリエルの問いかけに最初に答え、手を握ってくれたのはロランだった。

「ミュリエル、よかった。目を覚ましたんだね」

「ロラン！」

「具合は？　どこか痛む？」

　実は頭が重くて、少しだるかった。

　――気をつけるがいい。封魔の石は強力だぞ。

　王妃の言葉は嘘ではなかった。それでもロランも自分もこうして生きている。

「ええ、なんとか……大丈夫」

　そう答えた途端、ミュリエルは息ができないほど強く抱き締められた。

「よかった……本当に……もし君がいなくなったら……ぼ、僕は……」

　掠れた途切れがちの声で囁かれ、ミュリエルはロランが泣いていることに気がついた。出会って初めて見る涙だった。

「ロラン」

　急に胸がいっぱいになって、ミュリエルは力の入らない手をロランの背に回す。

　自分たちは生き残った。

　――愛し合い、信頼し合っている者同士が心をひとつにして使わなければ、どちらかが、あるいは両方が死ぬ。

　奇しくも、『封魔の石』が互いへの想いを証明してくれたのだった。

　間もなくミュリエルは医師の診察を受け、軽い食事を摂ることができるほど回復した。そうなると気になるのは、やはり一連のできごとの顛末だった。

　起きていられるからと言ったのだが、ロランはミュリエルを寝台に運び、自分は椅子を持ってきて、その横に座った。

「王妃様はどうしてあのペンダントを私にくださったのかしら？　あれがなければ、魔物を封じることはできなかったのに」

「あの石を壊すことはできないし、もしどこかに捨てても、いずれはもとにあった場所に戻ると言われている。自分の正体さえ見抜かれなければ、いっそ聖女に預けてしまった方が安全だと思ったのかもしれないな。王妃様はシャイエ公爵家の秘密をご存じない。まさか僕がマンシャーレに行って、君と出会うとは思いもしなかったのだろう」

　当初、『封魔の石』はミュリエルに贈るペンダントに加工されるため、宝石商のもとにあった。一方でそれを知らないロランは課された使命に従ってマンシャーレに行き、そこで知らないうちに国を守る精霊を引き寄せてしまったらしい。

「とにかく今はもう彼はいないよ。どうやらマンシャーレに帰ったらしい」

　ロランはミュリエルの髪を撫でながら微笑んだ。

　彼が記憶を失ったのも、ずっと話すことができなかったのも、そしてミュリエルが聖なるものを見抜けなかったのも、聖霊の力があまりに強力だったからかもしれない。

（はじめから……全部決まっていたのかしら？）

　もしロランがマンシャーレに行かなければ、声と記憶を失わなければ、そして聖女である自分と出会い、引かれ合うようにならなければ、王妃を操っていた魔物を封じることはできなかった。何かひとつ欠けていれば、レスカルはどうなっていたかわからない。

「不思議な石ね」

「そうだね……本当に」

「それで王妃様はどうなさっているの？」

「あれからずっと眠り続けておられる。もう目を覚まされることはないかもしれない」

　あれほどの騒ぎだったにもかかわらず、当事者のロランとミュリエル以外は何も覚えておらず、王妃は急な病に倒れたことになっている。あの時に押し寄せていた衛兵たちや、外で待っていたクロードはもちろんだが、もしかしたら王妃さえ記憶を失っている可能性があった。

「お気の毒に」

　王妃があの石を加工して贈ってくれたのは、聖女の能力が低い自分を見くびっていたからかもしれない。しかしミュリエルには、それだけとは思えなかった。

　――ペンダントを気に入ってくれたのなら、わたくしもうれしいわ。これは特別な石なの。お守りになるし、かわいらしいあなたがますますすてきに見えてよ。

　謁見して、誕生祝いのお礼を言った時、王妃の言葉に嘘はなかったように感じるのだ。

　幼いころから親切だったし、母を亡くしてからはいっそう気遣ってくれるようになった。もしかしたら魔物に操られながらも、最後の砦としてミュリエルに縋ったのかもしれない。

　属国から嫁いできて、気苦労も多かったはずで、おそらくそこにつけ込まれたのだろう。

　それを思うと、ため息をつかずにいられなかった。

　するとロランが心配そうに眉を寄せた。

「さあ、ミュリエル。そろそろ休んだ方がいい。湯浴みの支度ができているようだから、侍女を呼ぶよ」

「あ、いえ、違うの。私は大丈夫。ずっと眠っていたんですもの。もう少し起きていたいわ。せっかく一緒にいられるんだし」

　ミュリエルがかぶりを振ると、ロランはなぜだかかすかに赤くなった。

「ロラン？」

「それなら僕が……君の身体を洗ってあげてもいいかな？　今までも君の世話はずっと僕がしていたから」

「えっ？」

　思いがけない提案に、ミュリエルは耳まで真っ赤になった。

「だ、だめかな？」

　眠っている間、ロランが身の回りのことをしてくれていたと思うと、ひどくありがたい一方で、顔から火がでそうなほど恥ずかしかった。

　それでも気がつけば、全身が不穏にざわめいている。ミュリエルもまた、心から彼を欲しているのだった。

「い、いいえ。だめじゃ……ないわ」

　ミュリエルは目を閉じ、ロランの胸に頭をもたせかけた。




＊＊＊




「あ、あんっ！」

　石造りの浴室は湯気でほどよく温まっていて、裸でいても寒くはない。むしろロランに肌をさらしていると思うと、体温が上がっていくような気がした。

「動かないで、ミュリエル。うまく洗えないよ」

　ロランはそう言ってたしなめるが、浴槽の縁に胸をのせ、大きく脚を開いていてはどだい無理な話だった。

　さっきから大きな手が繰り返し白いお尻を撫で回しているのだ。石鹸を塗るからと言うのだが、それにしてはその動きは丹念過ぎた。

　浴室に入るまでは「無理をさせたくない」と言っていたくせに、今その指先は両脚のつけ根を優しくくすぐっている。

「だめ、ロラン。そこは――」

「だめじゃない」

　ロランはさらに指を伸ばし、「ごめんね」と低く笑った。

「やめてやれなくなった。だって、ほら、聞こえるだろう？」

「ひぁん！」

　グチグチと肉の花びらをまさぐられ、細い腰が跳ね上がる。石鹸の音なのか、それとも淫らな愛露なのか、いじられている女陰からは恥ずかしい音が響いていた。

「や、やぁん」

　上半身は湯の外に出ているのに暑くてたまらず、湯船の外に出ようとすると、すぐ引き戻されてしまう。しかも触られていない二つの乳首も硬く尖って、ツキツキと疼いていた。

　ふいにロランが覆い被さってきた。後ろから耳たぶを甘く食まれ、胸にも片手が伸びてきて、ミュリエルは声にならない悲鳴を上げる。

　二人がつながるには、もう少し時間が必要かもしれないけれど、これ以上はがまんできそうになかった。

「ロラン、ロラン、お願い」

　ミュリエルは熱に浮かされたようにロランを呼び、自分からお尻を突き出してみせた。

　それがどんなにはしたないことかよくわかっているのに、自分を抑えられない。さらに無意識に大きく腰を揺らしてもいた。

　とにかくロランが欲しくてたまらない。何度も抱かれているうちに、ミュリエルの身体は大きく変わってしまっていた。

「ミュリエル……なんてかわいい」

　ロランはなおも耳朶を甘噛みしながら、胸と秘裂にゆるやかな愛撫を繰り返す。そのくせ蜜路を解そうとはしてくれなかった。

（ロラン、どうして？）

　そこをいじってもらえなければ、彼を受け入れられないのに――。

　しかしそれを言葉にはできるはずもなく、ミュリエルは物欲しげに腰を揺らし続けた。

「ミュリエル、僕が欲しいの？」

　ロランがやっと訊ねてくれたのは、なおも焦らされ、さんざん喘がされてからのことだった。

「ええ……ええ、あなたが……欲しいの」

「どこに？」

「えっ？」

　二人の間に障壁も隠し事もなくなったからか、今日のロランは少しだけ意地悪で、ミュリエルを追い詰める。しかし彼もまた状況はほぼ同じだった。

「どこに？　そこに、これをあてがって」

　ロランがミュリエルの指をつかんで、自らの怒張へと誘う。

「あっ！」

　指先に感じる硬度と熱さに動転しながらも、ミュリエルはさらに大きく脚を開き、濡れそぼった女の場所にロランを導いた。

　小さな入り口に亀頭を押し当て、「ここに欲しいの」と消え入りそうな声で囁く。

　恥ずかしくてたまらないが、何をされても抗えないほど彼とつながりたかったのだ。

「お願い、ロラン。ここに……私のここに……」

「ミュリエル、愛している」

　次の瞬間、腰をつかまれ、強く引き寄せられた。

「あっ！　あ、ああう！」

　ロランが狙いを定めて、入り込んできたのだ。

　ミュリエルは大きく息を吐いて、侵入の痛みと違和感に堪えながら、灼熱を受け入れる。膣襞をゆっくり擦り上げられると、じわじわと全身に悦楽が広がっていった。

　ロランは決して急ぐことなく、蜜路を穿ちながらも、少しずつ自身を馴染ませようとしているかのようだ。

　けれどもミュリエルはもっと激しく、いっそう深く彼を感じたかった。後ろから犯され、初めて試みる獣の姿勢に煽られたのかもしれないが、もう焦らされるのは耐えられない。

　今は彼への愛も欲望も控えなくていい――その思いがミュリエルを大胆に、そして貪欲にしていた。

「もっと、あ、あああ、もっとぉ！」

　嬌声でロランを煽り、次第に早くなっていく抜き差しに酔いしれながら、ミュリエルは高みへ導かれていった。
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　それから一年半後――。

　マンシャーレの市場は今日も大勢の買い物客で賑わっていた。

　野菜や果物、卵にチーズ、ズラリとさまざまな屋台が並ぶ中、ミュリエルはロランと肩を並べて歩いていた。

　父であるシャイエ公爵は一連のできごとを聞かされ、二人の結婚を快諾した。

　それからも彼らはときどきリシェットの家を訪れていたが、今回の訪問はほぼ一年ぶりになる。

「ここはいつも変わらないな。マンシャーレに来ると、ほっとするよ」

「私も。それに久しぶりだから、とてもなつかしいわ」

　二人は顔を見合わせて笑ったが、その姿もまた前にこの場を訪れた時と変わっていない。ただし、今はそれぞれの腕にかわいらしい赤ん坊を抱いていた。

　黒髪に緑の瞳をした男の子がアントワン。金髪で水色の瞳の女の子がフランシーヌで、半年前に生まれた双子だ。

　アントワンをあやしていたミュリエルが、ふと一軒の屋台に目をとめた。

「ロラン、見て。あの屋台だわ」

「ああ、本当だ。行ってみよう、ミュリエル」

　二人が向かったのは、いつかホットワインをご馳走してもらった農婦の屋台だった。

　――恋人同士がこのワインを飲んでからキスすると、必ずしあわせになるからね。

　あの時、農婦はそう言って笑ったが、嘘ではなかったようだ。

　今日も屋台は大盛況だったが、すぐに農婦がロランたちに気がついた。

「あら、あんたたち！　また来てくれたのかい？　久しぶりだねえ」

「こんにちは、おばさん。僕たちを覚えていてくれたんだね？」

「もちろんさ。こんなにお似合いのお二人さんを忘れるわけがない、っていうか……あんたたち、やっぱり結婚したんだね。しかもこんなにかわいい赤ちゃんまで」

「どうもありがとう」

「どれどれ、よく見せておくれ。おやまあ、この子たちときたらまるで天使みたいじゃないか。よしよし、いい子たちだよ」

　店主の農婦は前と同じようにホットワインを振る舞おうとしたが、思い直したようにかぶりを振った。

「あたしとしたことがうっかりしたよ。赤ちゃんがいるんだもの。これはだめだね」

　農婦は苦笑すると、代わりに白いカップにぶどうのジュースをついでくれた。

「さあさ、ぶどうは子孫繁栄のしるしっていうからね。まあ、今日のところはこっちで乾杯おしよ。ああ、誰かに持っていってもらうから、あっちの木陰で休んでいるといい。もちろんお代はけっこうさ。その代わり、次の赤ちゃんもちゃんと見せに来ておくれよ」

　ロランやミュリエルがいくら支払いをするといっても、農婦は頑なに受け取ってくれなかった。

「本当にいいんだよ。このマンシャーレで、あんたたちみたいにしあわせそうなお客さんを見るのが、あたしの生きがいなんだからね」

「ありがとう、おばさん」

「必ずまた寄らせてもらうよ」

　二人は会釈をして、以前と同じように木陰のベンチへと向かった。

「こうしていると、あの時に戻ったような気がするわ」

　ミュリエルは目の前に広がる青空を見て、大きく息を吸った。

　もちろん今はロランだけでなく、アントワンとフランシーヌがそばにいて、あの当時とは何もかもが違っている。

　王妃は結局目を覚ますことなく、静かに息を引き取った。国王はじめ、シルヴィ王女や王家の人々は嘆き悲しんだが、以来レスカルでは静かな日々が続いている。

「私……ときどき夢を見ていたような気がするの。あれからおかしなものは何も見なくなったし、私が聖女だったのは本当なのかしらって」

　いつか小さなフランシーヌも聖女になって、かつての自分のように悩み苦しむ日が来るのだろうか？　アントワンはどうなるのだろう？　だったら、いっそ全部夢であってほしいと思うことさえあるのだ。

　するとロランが胸の中のアントワンごと、ミュリエルを抱き寄せた。

「本当だよ、ミュリエル。君が聖女だったからこそ、僕とレスカルは救われたんだ。そしてあのおかみさんや、ここにいる人たちもこうして笑っていられるんだよ」

「……ロラン」

「だからいつまでもしあわせに暮らそう。愛しているよ、ミュリエル。ずっと、ずっと君だけを想い続ける」

　その言葉で不安が消え去ったわけではなかった。

　けれどもはるかに大きな幸福感に包まれて、ミュリエルは愛する夫に、続いて二人の子どもたちに口づけた。

了







あとがき




　こんにちは。またははじめまして。

　みなさま、いかがお過ごしでしょうか？　麻倉あさくらとわです。

　このたびは『できそこない聖女譚～闇の貴公子を救うためには愛を捧げなくてはいけませんか？～』を読んでくださって、本当にありがとうございます。

　トパーズノベルス様から、十九作目の配信作品になります。

　怖がり屋のヒロインって書いたことないなあと思ったのが、このお話ができたきっかけです。ただでさえ重度の怖がりなのに、努力しても何もできず、しかも聖女だったりしたら……さあ、たいへん！

　本当はひっそり静かに暮らすことを望みながら、ヒロインのミュリエルはおかしなものにとり憑かれた貴公子ロランに出会ってしまい、どんどん思わぬ方向に行ってしまいます。

　そしてヒーローのロランはもともと真面目な上に、災難（？）に見舞われていますから、なかなかたいへんだったと思います。

　そんな二人のお話、楽しんでいただけましたでしょうか？　悪鬼とか魔物とか、もう少し暴れさせてもよかったかな？

　とにかく毎日お忙しくお過ごしのみなさまに、少しでものんびりほっこりしていただけたら、こんなうれしいことはありません。

　ロランとミュリエルはどちらかというとかわいいタイプだと思っているのですが、まさにそんな二人を描いてくださったのが、桜田さくらだなな先生です。

　初めてお仕事をご一緒させていただきましたが、「そうそう、ミュリエルはこんな感じ！　あ、ロランもそうそう！」と、ひとりで大騒ぎしてしまいました。

　桜田先生、とてもすてきなイラストを描いてくださって、本当にありがとうございます。

　また編集様にも、今回もいろいろお世話になりました。いつもながら超スローペースでご迷惑をおかけしてしまいましたが、こうして完成できたのは編集様のおかげです。心よりお礼を申し上げます。

　最後になりましたが、こちらを読んでくださった読者のみなさまに、改めて深く感謝いたします。はじめはぼんやりしているものが少しずつ形になって、ひとつのお話として完成し、やがて作品としてお届けすることができるのはみなさまのおかげです。

　どうぞまた、次の作品でもお目にかかれますように。




二〇二四年三月吉日

麻倉とわ
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